
　会員の皆様、平素のいずみ会へのご
参加、ご協力に御礼申し上げます。今年
３月11日の東日本大震災は大変心痛む
災害でありました。犠牲になられた方々
へ、心より追悼の意を表したいと思いま
す。また、復旧へ向けてこの大変なとき
を乗り越えるべく頑張られている被災地

の皆様、救援活動されている皆様へ、我々も少しでも応援協
力をして参りたいとさらに思いを強くするこの頃でございます。
　さて、いずみ会へと目を転じますと、今年は人材バンクサー
クル活動が５年目を迎え、講座も増え、年間、延べ1,200名
ほどの会員の皆様に楽しんでいただき、皆さん同窓の仲間と
の絆を強くされています。まだ、体験されていない方もぜひ一
度ご参加いただき、旧交を温め、あるいは期を越えた新しい
仲間との出会いを経験してみてください。さらにその輪が広が
っていくことを期待しているところでございます。また、学校

　現在の役員は、平成23年度末をもって任期満了となります。
役員（任期２年）はいずみ会発展のため、理事会等の会合に
出席し、事業を検討し、実行します。
　役員候補者には、現在、各期から選出された評議員をされ
ている方、同期の方から推薦を受けている方が望ましく、ま
た特に若い期の方からの立候補・推薦をよろしくお願いいたし
ます。選挙要綱は次の通りです。
１．次期いずみ会役員の選任は来年度定時評議員会（平成24

年５・６月中）において行います。
２．各役員選挙に対する立候補並びに推薦届の受付期間は、

平成23年10月１日から平成24年１月31日迄です。
３．立候補届・推薦届は下記の事項を明記して、第５項記載

の送付先に郵送またはe-Mail（Word等で作成し添付す
る）・FAXで送信してください（記載漏れがあると、無効
となることがありますので、ご注意願います）。

４．届の受理確認は、平成24年２月中にご連絡いたします。
５．送付先：〒100-0006　千代田区有楽町１−７−１　

有楽町電気ビル南館９階952号室　高津法律事務所内
いずみ会選挙管理責任者　高津幸一

　　FAX：03-3213-4857　e-Mail : takatsu-law@mx7.ttcn.ne.jp

《届出に明記する事項》
❶ 立候補または推薦する役職名（会長、副会長、理事、監査役）
❷ 立候補者または被推薦者ご本人の氏名・期・住所・電話番号・

メールアドレス
❸ 推薦届の場合は、推薦人の氏名・期・住所・電話番号・

メールアドレス
❹ 立候補または推薦の理由（200字以内）

なお、選挙に関するご相談、ご質問は上記送付先の高津
幸一（いずみ会副会長）までお気軽にお申し出下さい。

との関係においても、キャリア教育、中学生への英語特別授
業への講師派遣の依頼等を受け、より充実してきたように思
われます。
　母校も中高一貫校となり二年目を迎えました。来年度には
中学３年、高校３年の６学年が揃います。そして母校の70周年、
新校舎落成と云うビッグイベントも控えており、いずみ会として
も一緒にお祝いをしたいと考えています。会員の皆様にもぜひ
ご参加いただき、また、お知恵を拝借して、母校と共に、我々
の歴史を作っていきたいと思っております。母校の発展は私ど
も同窓生の喜びであり、誇りであります。行事には積極的に
参加し、いずみ会自身も母校も盛り上げていきましょう。これ
からもいずみ会・母校へのご協力をよろしくお願いいたします。
　最後に本年４月19日に広報部長でありました中江和夫氏（高
17期）が急逝されました。広報部長として昨年４月のホームペ
ージリニューアルをはじめとして理事会の活動にご尽力いただ
きましたことをご報告し、謹んでご冥福をお祈りいたします。

来年は役員改選の年です
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一歩ずつ いずみ会会長　早川　淳

いずみ会選挙管理責任者　高津　幸一

いずみ会総会・懇親会（於　母校円形校舎・練馬区立勤労福祉会館）
平成23年10月23日（日）午後12時30分より受付開始（詳細は20頁をご覧下さい）
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　平成23年６月４日（土）梅雨の晴れ間の天
候に恵まれ、今年は会場を勤労福祉会館に
移して、平成23年度評議員会が行われました。
母校より、菊地芳男校長、大島良副校長、渡
辺政彦附属中学校副校長もお見えいただき、
会長の挨拶ののち、荒井（亮）理事より評議
員会成立の報告があり（定足数 210名：午後１
時30分現在出席者97名、委任状提出者215
名の計312名）、議長に大澤登評議員（高５期）
を選出して審議が開始されました。
　まず、大髙光蔵事務局長より平成22年度
の事業報告ならびに決算報告が行われ、会
報の全頁カラー化、広告の初掲載、震災で
やむなく中止となったが、母校キャリア教育
の講師陣14名をお願いしたこと、今年度の

　いずみ会は規約および平成22年度事業計画に
基づき、次の事業を行った
第１．総会の開催
　平成22年10月24日（日）に母校円形校舎１階に
て開催した。
　前半の総会は、理事会による進行で、いずみ会
の平成21年度事業報告・決算報告と平成２２年度
事業計画・予算が報告された。後半の懇親会は練
馬区立勤労福祉会館で、「０の会」の企画で、“「０
ゼロ」からのスタート…つなげよう伝統を”をテーマ
に、応援団のエール、三上森丸さんの津軽三味線
ライブの演奏が披露され、総勢235名の出席者で、
盛り上がった。
第２．会報の発行・広報活動の充実
１．会報いずみ第54号を平成22年10月１日に発行

した。主たる記事は次の通り。
・いずみ会・早川　淳会長あいさつ
・評議員会報告　・新役員紹介　・広告掲載
・平成21年度事業報告・収支決算報告、平成22

年度事業計画・収支予算　
・いずみ会行事等報告　・会員情報（同期会情報等）
・サークル活動が活発だ　
・母校関連事項（中高一貫校発足・社会人講話）
・会報印刷のカラー化
２．ホームページが変わった。
・ホームページを刷新した
・メンテナンスおよび管理体制について
第３．会員情報の整備
１．会員情報の整備に向け、各期の幹事の明確化

と補充、役割の徹底のための会合を開催した。
２．「高校63期の名簿」を作成し、63期へ配布した。
第４．将来に向けての運営体制の拡充
　同窓会の輪を通し、近隣高校との連携を密にし、
いずみ会の在り方、課題を探っている。
　人材バンク部が発足した。拡充・発展に伴い、
内容および業務分担を検討した。
　各部の事務局幹事の充実を図り、次世代への移
行を目指した。
第５．母校との連携
１．母校の発展に寄与するため、社会人講話その

他の学校の諸活動や、文化部、運動部の諸活
動に対する支援を積極的に進め、中高一貫校
化に伴う学校への協力・支援を行った。

・母校水泳部の福家健宗君の全国大会出場に対
し、10,000円のお祝い金を贈呈した。

・母校・吹奏楽部の全国大会出場に対し、50,000
円のお祝い金を贈呈した。

２．平成23年３月15日、卒業式前日に「いずみ会
入会式」を開催した。
　同日の卒業式予行の際、３か年皆勤者・12
名にいずみ会より副賞を手渡した。

３．新入会員の登録促進、入会金の納入促進を目
的に、役員７名が３年生各クラス・ホームルー
ムに出向きいずみ会の話を通し、理解を深めた。

４．社会人講話等に際し、関連の各学年会に接触
を図り協力を得るとともに、いずみ会として、

　いずみ会は規約に沿って、平成23年度に次の事
業を実施する
第１．総会の開催
　平成23年10月23日（日）に開催する。前半はい
ずみ会の活動や母校関連事項の報告、後半は「１
の会」の企画・運営による懇親会を行う。現校舎
での催事はこれが最後となる。
第２．会報の発行・広報活動の充実
１．会報いずみ第55号を平成23年10月１日に発

行予定とし、主たる記事は次の通り
・平成22年度事業報告・収支決算報告、平成23

年度事業計画・予算
・いずみ会行事等報告
・会員情報（同期会情報等）　・母校関連事項
・ページ数を４ページ増加（20ページになる）　
・広告紙面を増やす
・会費等支払者名の文字の拡大　・サークル活動
２．ホームページの改善
・ニュース性を高める
・メンテナンスおよび管理体制の見直し
第３．会員情報の整備
１．会員情報の整備に向け、各期の幹事の明確化

と補充、役割の徹底のための会合を開催。
２．「高校64 期の名簿」の作成と64 期への配布。
第４．将来に向けての運営体制の拡充
１．いずみ会室の備品の老朽化、母校取り壊しに

伴ういずみ会資料等の保管場所の確保、会議、
サークル活動の開催場所の確保等に対処する
ため、いずみ会室の新規移転を検討。

２．次世代への移行をめざし、行動の伴う・役員
候補の確保と幹事の積極的な確保。

３．コンプライアンスの遵守と、役員・幹事の活動
経費に思いをいたし、高負担者への軽減策を
講ずることを検討、規約および内規の見直しを

各界で活躍されている方々の協力があった。
残念ながら、震災で中止となった。

５．中学２年生（120名）に対する、平成23年７月
22日（金）～ 24日（日）実施の英語教育に対し、
母校よりいずみ会へ支援要請があり、講師派
遣延べ 30名の支援準備を始めた。

６．母校の諸行事に積極的に参加・応援した。
　入学式・平成22年４月７日。体育祭・平成
22年５月12日。卒業式・平成23年３月17日。
　特に、９月11日（土）・12日（日）開催の母校
文化祭では、｢０｣の会と共に「ゼロからのスタ
ート――つなげよう伝統を」をテーマに、各期・
卒業アルバム、いずみ会文庫を展示し、交流
を図った。800名前後の来場者でにぎわった。

第６．人材バンクの活性化
１．サークル活動の活性化。
・英語教室が新たに開講した。第２火曜日開催。

講師は11期・広瀬芳子氏。
・日本古典文学講座は「方丈記」に続き、「太平記」

を毎月第４木曜日・開講
・茶の湯（茶道教室）は３年目を迎え、第２・第４

木曜日、開催。
・囲碁同好会は毎月第３水曜日に開催。さらに高

段者が３名加入、順調に推移。
・まんぽ会は、５月・鎌倉散策、７月・奥信濃・秋

山郷（２泊３日）、９月・屋形船でもんじゃを楽し
む、11月・奥多摩散策、１月・国会見学とサー
クル新春交流会、３月は震災につき中止。

・健康麻雀教室は第１・第３火曜日、レディースは
第２・第４金曜日に開催。大盛況である。
★３月11日の東日本大震災以降、３月のサーク

ル活動を中止した。（４月より一部再開）
２．人材登録者の管理方法と登録促進を行った。
第７．財政管理
　平成22年度は収支均衡（４千円黒字）の予算承
認をいただいたが、会員の皆様のご協力と各役員・
幹事の費用節約の努力もあって、318千円の黒字に
なった。
　財政改善対策については、中長期を見据え、特
に収入の仕組みの検討を続けている。
　収入については、会報への広告掲載による収入
が新たに加わり、財政改善に寄与した。
第８．評議員会の開催
１．定時評議員会を平成22年５月29日（土）に母

校にて開催し、評議員91名が出席した。
２．「平成21年度事業報告と収支決算」並びに「平

成22年度事業計画と予算」が承認された。
３．新役員が選任された。
第９．その他の事項
　いずみ会の活動を推進するため、平成22年度
の評議員会から平成23年度の評議員会までの間、
次の事業を行った。
１．理事会の開催（10回）　　
２．監査会の開催（中間監査と期末監査の２回開

催）
３．各期評議員の登録更新

検討する。
第５．母校との連携
１．母校の発展に寄与するため、社会人講話その

他の学校の諸活動や、母校の部活動への支
援を積極的におこなう。母校の70周年・新校
舎竣工等の諸行事に、PTAと連絡を密にし、
支援する。

２．平成24年３月、卒業式前日に「いずみ会入会式」
を開催する。

３．９月に開催の母校文化祭に参加し、「１の会」
の協力を得て、いずみ会のPRを図る。

４．新入会員の登録促進、社会人講話、中学生の
英語教育等に際し、母校との協力・理解を図る。

第６．人材バンクの活性化
１．母校からの講話、講演等への対応、いずみ会

の諸活動への対応を考え、対応する人材の発
掘を積極的に行い、速やかに活用できる登録
者の名簿の整理・管理を行う。

２．サークル活動の積極的推進に対処するため、
伴う予算配分を行う。

第７．財政管理
１．会の財政を改善するため、中長期にわたる収

入の安定と経費の節減を進める。
２．会費納入率の向上対策、寄付金の増強策を当

面の課題とする。
第８．評議員会の開催
　いずみ会の最高議決機関である評議員会を平成
23年６月４日（土）に勤労福祉会館にて開催する
第９．その他の事項
１．理事会の開催
２．監査会の開催（年２回）
３．各評議員の登録更新
４．役員改選に向けての準備作業

中学英語教育への講師の要請も受け準備中
であること、サークル活動が５年目に入り、
多くの会員に利用していただいて相互の親睦
を深めていること、など人材バンクの活動が
活性化してきていることが挙げられました。
財政面では入会金の減少傾向が今後の課題
であることなどが報告されました。続いて、
片山隆監査役から、監査の結果、会計面、
事業面とも適正に執行されているとの報告
がありました。また、監査役の欠員に関して
は迅速に理事会で後任を決め、来期の評議
員会に報告されることとなりました。続いて
今年度事業計画、予算についても大髙事務
局長より説明があり、特に予算面で母校旧
校舎取り壊しによるいずみ会室の資料の保

管等の支出が考えられ、予備費の中で予算
化したことが報告されました。予算の費目の
設定、HPのメンテナンス料に関してのご意
見も賜り、参考にさせていただくことになり、
議案は全て承認されました。
　このあと、今年度の総会の後の懇親会を
担当する「１の会」会長真田宗興氏（高11期）
より、今年の懇親会のテーマを「みんな一（ひ
と）つに、０（おー）・１（い）・２・３（・ず・み）」
と決め、総会の日に旧校舎見納めの校舎見
学会を行うことが発表されました。また、菊
地芳男校長から、母校の現状が話され、高校・
中学とも順調に、元気に日々活動しているこ
ととご報告をいただきました。（４面参照）以
上で審議・報告が終了し、閉会となりました。

恩師執行

定時評議員会報告

平成22年度　いずみ会事業報告

総務・企画部長　荒井　眞理子

１組　川田　健太・苗代　夏菜、２組　大島　銀治・南　麻衣子、３組　澤野　詩菜・野口　竜平、
４組　相田　すみれ・橋本　孝文、6組　小林　貴洋・正月　孝治、7組　桾沢　亞由・増田　航

《高校63期評議員一覧》（敬称略）

春日孟・永川俊彦・藤井宏・本村禮二（中2期）山本勲（高２期）熊谷光恭・仙田暘一・山岡竹三郎（高３期）
加羽沢暉幸・静谷哲治・比嘉高・橋本宏（高4 期）青山喜彦・石田要久・大澤登・河合誠治・嶋政彦・
松岡五郎・松坂清・石原須美子・梶良子（高5 期）有田二郎・遠畑啓・豊嶋志朗・神田計子・舛巴淳子（高
6 期）金子英一・三島英雄（高7期）茂木光男・小熊坂満邦・片山隆・宇田川公子・谷治正孝・二宮靖子（高
8 期）須藤一彦・清水信・大軒史子・安藤幹男・山下嗣夫（高9期）長島慶子・野口悦子・田島寛・藤田肇・
小川皓司・山田嘉照・鈴木京子・前川禎男（高10 期）高城元治・峯澤勝雄・富田順子（高11期）荒井亮三・
伊藤洋子・一條紘一・板橋昭寿・関根宥子（高12期）丸山和郎・早川淳・山本章義・田中昇次・豊田
壱美・小松富貴子・国澤栄子・市川敬二・大髙光蔵・高野尚志・笠原孝之・高津幸一・戸田一誠（高13期）
増岡建吾・飯沢武士・布施百合子・高木登茂子・國谷俊之・大串康夫・（高１4 期）村上広・森田陸四
郎（高15 期）大場修一・木村亜沙子（高16 期）中津隈健一（高17期）根本孝子・楢原猛夫・酒井君枝・
酒井陽三・住永憲治・別所信子・豊田哲也・宮田健治・青木隆・安斉秀行・鈴木裕一・鈴木三枝子（高
18 期）小山雅文・里見けい子・田村明子（高19期）荒井眞理子・山口達夫・川口章子（高20 期）植村久・
原田京・戸谷典子・斉藤晴子・浜田光（高21期）肥沼年光（高22期）真柳仁・山川新（高24 期）宇多正行・
吉田寛・木村了・須永雅子（高25 期）宇野伸一（高27期）野島陽子（高28 期）斎藤俊夫（高29期）原秀
年（高31期）鑓田政信・仲澤浩一・小倉芙美子・昇多加代（高32期）以上116名

◇評議員会出席者一覧◇

平成23年度　いずみ会事業計画
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執行

平成22年度　収支決算 平成23年度　収支予算（自平成22年４月１日～至平成23年3月31日） （自平成23年４月１日～至平成24年3月31日）

　少しばかり風の冷たい秋の日曜日、今にも降りそうな空のもと、いずみ会
平成22年度総会が、母校の円形校舎で行われました。母校より菊地芳男校
長先生、大島良副校長、渡辺政彦付属中学副校長、PTAより青木真佐江
会長、荒畑久美子副会長　高島田絵美副会長もご出席頂きました。総会では、
いずみ会の活動記録がスライド投影によって紹介されました。新校舎改築に
伴って練習場の確保が難しくなっている中、どのようにしているのか、サッカ
ー部、野球部、ラグビー部のそれぞれのOBから見た現状を話して頂きまし
た。そののち、会場を練馬区立勤労福祉会館に移して「０の会」主催による
懇親会が開かれました。お料理とお
酒とそして仲間との歓談、高20期の
三上森丸氏による津軽三味線のミニ
ライブもあり、力強く、哀愁ある音色
に会場は聞き惚れていました。話は
尽きずに二次会、三次会へ。外は冷
たい小雨が降っていましたが、気に
はならない様子でした。（広報部）

　入会式当日３月15日は、東日本大震災直後であり、計画停電・余震警戒な
ど非常時意識が強い状況で会は短時間に済ませるなど、ピリピリした雰囲気
の中で行われました。まず、皆さんの入会を歓迎すること。今日からいずみ会
の一員であることを意識してほしいこと。住所の変更などは必ずいずみ会事務
局へ届けること。いずみ会の行事、特に総会へは出て欲しい。ホームページ
を見て欲しい。と骨子をお話し、最後に同期の人 と々の「縁」を大切にしてい
ずみ会との絆を深めていって欲しいことを話して歓迎の言葉といたしました。

入会式

平成２２年度総会・懇親会報告

副会長　松岡　五郎

（収入の部） 単位：円
科　目 平成22年度予算 平成22年度実績（Ａ） 予算過不足（（Ａ）−予算 ） 備　考

入会金 980,000 1,010,000 30,000
　前受金戻入 935,000 935,000 0
　当期入金分 45,000 75,000 30,000
会費 2,609,000 2,616,000 7,000
　前受金戻入 2,159,000 2,159,000 0
　当期入金分 450,000 457,000 7,000
寄付金 780,000 821,000 41,000
総会参加費 540,000 573,000 33,000
名簿関係収入 60,000 102,000 42,000
雑収入 90,000 190,404 100,404 カンパ金、広告費

合　計 5,059,000 5,312,404 253,404
前受金 2,450,000 2,991,000 541,000
　入会金 950,000 805,000 △ 145,000
　会費 1,500,000 2,186,000 686,000
前期繰越金 5,115,656 5,115,656 0 

総合計 12,624,656 13,419,060 794,404

（収入の部） 単位：円
科　目 平成22年度実績 平成23年度予算 （H23予算−Ｈ22実積） 備　考

入会金 1,010,000 885,000 △ 125,000
　前受金戻入 935,000 805,000 △ 130,000
　当期入金分 75,000 80,000 5,000
会費 2,616,000 2,636,000 20,000
　前受金戻入 2,159,000 2,136,000 △ 23,000
　当期入金分 457,000 500,000 43,000
寄付金 821,000 850,000 29,000
総会参加費 573,000 600,000 27,000
名簿関係収入 102,000 150,000 48,000
広告収入 75,000 450,000 375,000 広告費
雑収入 115,404 60,000 △ 55,404 カンパ金等

合　計 5,312,404 5,631,000 318,596
前受金 2,991,000 3,430,000 439,000
　入会金 805,000 800,000 △ 5,000
　会費 2,186,000 2,630,000 444,000
前期繰越金 5,115,656 5,433,457 317,801

総合計 13,419,060 14,494,457 1,075,397

（支出の部） 単位：円
科　目 平成22年度予算 平成22年度実績（Ａ） 予算残（予算−（Ａ） ） 備　考

総会関連費 610,000 760,198 △ 150,198 開催費、準備費
役員・評議員会合費 430,000 413,497 16,503
監査役会費 10,000 8,632 1,368
広報費 2,765,000 2,649,057 115,943 会報印刷、HP等
会費関連費 100,000 91,122 8,878
名簿関連費 120,000 71,550 48,450
母校連絡費 60,000 103,625 △ 43,625 文化祭費用等
会員活性費 100,000 61,402 38,598
消耗品費 20,000 10,781 9,219
什器備品等 0 0 0
いずみ会室関連費 800,000 784,376 15,624
名簿積立金繰入 0 0 0
業務委託費 0 0 0
雑費 30,000 40,363 △ 10,363
予備費 10,000 0 10,000

合　計 5,055,000 4,994,603 60,397

（支出の部） 単位：円
科　目 平成22年度実績 平成23年度予算 （H23予算−Ｈ22実積） 備　考

総会関連費 760,198 700,000 △ 60,198 開催費、準備費等
役員・評議員会合費 413,497 480,000 66,503
監査役会費 8,632 10,000 1,368
広報費 2,649,057 2,830,000 180,943 会報印刷、HP等
会費関連費 91,122 100,000 8,878
会員情報関連費 71,550 95,000 23,450
母校連絡費 103,625 150,000 46,375 文化祭費用等
会員活性費 61,402 130,000 68,598 サークル活動費等
消耗品費 10,781 20,000 9,219
什器備品等 0 0 0
いずみ会室関連費 784,376 800,000 15,624
名簿積立金繰入 0 0 0
業務委託費 0 0 0
雑費 40,363 40,000 △ 363
予備費 0 600,000 600,000

合　計 4,994,603 5,955,000 960,397

（収支の部） 単位：円
項　目 平成22年度予算 平成22年度実績 備　考

当期収入 5,059,000 5,312,404 　
当期支出 5,055,000 4,994,603 　
当期収支残 4,000 317,801 　
前期繰越金 5,115,656 5,115,656 　
期末剰余金 5,119,656 5,433,457

母校支援活動準備金収支
単位：円

（収入の部） 科　目 実　績
　 前期繰越金 970,000
　 別途積立金より 30,000
　 計　 1,000,000

（支出の部） 科　目 実　績
　 スリッパ寄贈 65,940
　 水泳部へ金一封 10,000
　 付属中学開設祝い 100,000
　 吹奏楽高文連全国大会出場祝い 50,000
　 卒業生皆勤賞図書カード（＠3,000ｘ12人） 36,000
　 計　 261,940

収支残 738,060

貸借対照表（平成23年3月31日現在）

（資　産） （負　債）
科　目 2010.3.31現在 2011.3.31現在 　　増減 科　目 2010.3.31現在 2011.3.31現在 　　増減

定期預金 25,000,000 26,004,869 1,004,869 前受入会金 935,000 805,000 △ 130,000
前受会費 12,554,000 12,581,000 27,000

普通預金 9,473,221 8,190,735 △ 1,282,486 名簿積立金 2,266,008 2,266,008 0
負債合計 15,755,008 15,652,008 △ 103,000

振替口座 691,731 870,501 178,770 正味財産
別途積立金 13,410,900 13,380,900 △ 30,000

現　金 86,612 138,320 51,708 母校支援活動準備金 970,000 738,060 △ 231,940
期末剰余金 5,115,656 5,433,457 317,801
正味財産計 19,496,556 19,552,417 55,861

　合　計 35,251,564 35,204,425 △ 47,139 　合　計 35,251,564 35,204,425 △ 47,139

預金残高 定期預金 　普通預金 　　　振替口座
郵政公社 870,501
三井住友志木 26,004,869 5,398,007
みずほ飯能 2,792,728
合　計 26,004,869 8,190,735 870,501

（注）前受会費 定期預金
前年度残 12,554,000
今年度繰入 △ 2,159,000
今年度入金 2,186,000
差引残 12,581,000

（収支の部） 単位：円
項　目 平成22年度実績 平成23年度予算 備　考

当期収入 5,312,404 5,631,000 　
当期支出 4,994,603 5,955,000 　
当期収支残 317,801 △ 324,000 　
前期繰越金 5,115,656 5,433,457 　
期末剰余金 5,433,457 5,109,457

附帯事項　別途積立金から戻入れ
母校支援活動準備金 に22年度支出分261,940円を戻入れ、限度額を引き続いて100万円とする。
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　いずみ会の皆様には、日頃から
本校の教育活動につきまして、ご
理解とご協力を賜り誠に有難うご
ざいます。
　さて、附属中学校は、２期生が
入学し中学校らしくなり、特に２年
生がしっかりしてきました。本校は、
学力の定着を目指していますが、現
２年生の75％の生徒が偏差値を伸
長させる良い成果が現れています。

また、今年度いずみ会の方々のご協力を得て夏季休業期間
中に英会話学習を実施いたします。秋に実施予定の国内留
学に役立つものと期待をしております。
　高校におきましては、希望進路実現に向けて取組んでお
ります。昨年度現役で東京大学に合格するなど全体の進学
実績も向上致しました。今年度から新たに３年生の希望進
路実現のための土曜サポート講座も開講致しました。いず
み会の方々には、キャリア教育の一環として社会人講話に
例年ご協力いただいておりますが、昨年度につきましては、
３月の東日本大震災の関係で実施を見送りました。部活動
におきましても、改築工事という厳しい環境の中にありま
すが、生徒は大変よく頑張っております。
　さて、本校は、今年度70周年を迎えました。本来なら
ば周年行事を実施するところでございますが、校舎の完成
を待って来年度に校舎完成と共に70周年行事を実施いた
します。何卒、ご理解の程、宜しくお願いいたします。
　最後になりますが、校舎改築ですが、震災の影響はある
ものの比較的順調に進んでおります。今後、建築資材の入
手が懸念されますが、順調に進めば校舎の引渡しは、来年
３月の中旬に引渡しが行われる予定です。また、東京10
年プランが示されておりますが、本校のグラウンドは、東
京都の治水事業にも役立つこととなります。

大泉高等学校・同附属中学校の今

母校

（校長　菊地　芳男）

ある日の附属中学校の部活

　わが母校は甲子園へ向けた夏の大会に元気に参加。その
中で女子部員羽石悠里さん（２年生）の姿が日刊スポーツ
で紹介されました。高野連規定で公式戦には出られないと
いうハンデがあるも、練習試合では打率２割をマーク。練
習も男子部員と同じ。そんな彼女に木下監督が「助監督」
としてベンチ入りを提案。ベンチから大いに声を出し、選
手たちを激励。試合には負けてしまいましたが、「選手た
ちにノックができるくらい成長したい」と抱負を語ってい
たとのことです。

ホット・ニュース

　（７/15日刊スポーツ紙より抜粋）

　前日の雨天で順延された母校体育祭は、５月12日、霧
雨の降る武蔵野陸上競技場で行われました。母校改築工事
のため、母校のグラウンドが使用できない大泉生が集合。
緑の映える気持ち良いくらい広いグラウンドで、雨のため
に競技数は減り、且つ寒さに震えながらではありましたが、
溌剌と飛び、はね、走り、精一杯楽しんでいました。選手
宣誓は、中学生と高校生のペアで行われ、中学生の番では

母校体育祭

校舎の完成予想図
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「国公立大学」
北海道大学２、弘前大学（医）１、秋田大学１、筑波大学２、
埼玉大学４、千葉大学１、東京大学１、電気通信大学３、東京
外国語大学２、東京学芸大学２、お茶の水女子大学１、東京工
業大学３、東京農工大学８、東京医科歯科大学１、東京海洋大
学２、横浜国立大学１、信州大学１、大阪大学１、宮崎大学（医
ほか）２、首都大学東京５、気象大学校１、国立看護大学校１

「私立大学」
早稲田大学44、慶應義塾大学６、上智大学21、明治大学74、
青山学院大学15、立教大学54、中央大学27、法政大学51、東
京理科大学30、津田塾大学３、東京女子大学６、日本女子大学３、
学習院大学16、芝浦工業大学20、成蹊大学29、成城大学４、
専修大学７、東京電機大学６、東京農業大学７、東洋大学25、
獨協大学４、日本大学30、文教大学３、武蔵大学17、明治学
院大学８、明治薬科大学７、東京薬科大学１、北里大学５、駒
澤大学12、東京都市大学10

進路状況（浪人生を含む）

「転出・退職」 （　　）内は転出先等
日本史 鹿子木　由紀夫 （昇任）
数 学 田村　　陽 （立川国際）
物 理 関根　　貞雄 （退職）
化 学 高橋　　洋一 （井草）
保 体 佐藤　　譲 （大泉附属中学へ転出）
保 体 井田　　勝行 （退職）
日本史 成田　　賢太郎 （文京）
地 理 平井　　啓一 （板橋有徳）
保 体 清水　　智之 （昇任）
英 語 大屋　　剛 

「転入・採用」 （　　）内は前任校等
国 語 小林　　良平 （大江戸・定）
日本史 戸谷　　広子 （竹早）
数 学 日高　　敏之 （上水）
化 学 真柴　　拓哉 （新規採用）
英 語 丸山　　美穂子 （南多摩）
家 庭 鈴木　　真紀子 （産休代替）
保 体 佐藤　　譲 （大泉高校より転入）
英 語 岩鶴　　百葉 （晴海総合）
英 語 鶴田　　典子 （浅草・定）
主 事 田中　　芳規 （中野区緑野中）
嘱 託 下田　　良子 （田柄）
嘱 託 香山　　哲也 （東大和）
栄養士 江村　　陽子 （教育庁八丈出張所）

教職員人事異動（敬称略）

母校

　いずみ会50周年を記念して母校中庭に植樹された
しだれ桜。20年を経て大きく、立派に花を咲かせる
樹となりました。しかし、今回の校舎改築構想に伴っ
てその行き場を失っていました。春の母校主催の桜を
見る会ではこの花の元、茶道部によるお茶の接待も行
われ、年毎に見事な花を咲かせる樹はきっと人々の心
を楽しませてくれていたのでしょう。さて、諸事情で移
植の手立てが叶わぬなら、どうすれば……？ そこで考
えられたのが、「この樹の子孫を残そう」と云うことで
した。人材バンクの申し込みで高27期の木内裕さんが
植木職であることを知り、お願いしたところ、「それは

とても名誉なことです。」と快く引き受けてくださいまし
た。水の上がらぬうちにと、花開く直前に挿し木、接木、
取り木用に枝を落とし、持ち帰って育ててくださいまし
た。結局接木の方法で40本のうち20本に新しい芽が
着き、葉が出て元気に育っています。移植先が決まる
まで木内さんのところで養
生をしていただいています。
この暑さに負けずに元気に
大きくなり、何年後かには
親に劣らぬ花を咲かせてく
れることを期待して！

しだれ桜の子孫を残す

４月７日……………………………………………入学式
５月12日……………………………………………体育祭
９月10日～11日……………………………………文化祭
３月13日………………………………………卒業式予行
　　　　…………………………………いずみ会入会式
３月14日……………………………………………卒業式

平成23年度の主な学校行事

先輩たちから温かい声援が送られていました。中学生と高
校生が一緒に会する素晴らしさの一面！ 我々の時代と変
わらぬ競技風景はとても懐かしく、若いっていいなあと感
傷に浸る中、和気藹藹、平成23年度の体育祭は無事に終了。
雨の中の応援団の姿も印象的でした。小雨の中で風邪を引
いたものもなく、翌日は皆元気に登校したとのことです。

（広報部）
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講師一覧
小島由利子さん（高20期）・宇田川公子さん（高８期）・岩片卓雄さん（高12期）・曽我里美さん（高21期）・福井陽一さん（高20期）・豊哲夫さん（高20期）
林大介さん（高46期）・大串康夫さん（高14期）・守本純さん（高21期）・菊池素子さん（高20期）・佐倉純子さん（高20期）・笹原みどりさん（高21期）
広瀬芳子さん（高11期）・松岡五郎さん（母校担当副会長）・小熊坂満邦さん（高８期）・高田勲さん（高13期）

　７月22日・23日・24日の３日間、都立大泉高校付属中
学校２年生全員に対してのべ27クラスの英語夏季特別講
座が計画され、実施されました。母校から講師を是非いず
み会の会員でお願いしたいと要請があり、お話を伺いに行
きました。秋に２年生全員で英語漬けの合宿に行くので、
英語に慣れてほしい。英語を学ぶ楽しさを教科書からでは
なく、先輩たちの経験から学んだもので伝えてほしい。英
会話って難しく構えなくても大丈夫だよと伝えてほしい
etc．とのこと。お話を伺って生徒たちに（後輩に）我々が

（先輩が）英語の楽しさを伝えるなんて素晴らしい！ と思
い、準備を始め、15名の講師の方々にご協力を頂くこと
になりました（写真）。
　台風が北の冷たい空気を連れてきて、直前の猛暑の日々
とは打って変わった涼しい３日間でした。８時30分に講
師の方々にお集まりいただき、120名を９グループに分け
た生徒たちが講師を迎えにきます。「○○先生おねがいし

ます。」の声も初めは緊張で聞き取れないほどでしたが、
それぞれに教室へ向かっていきます。生徒たちは３日間で
９クラス、９人の違う講師に英語を教えていただきます。
講師の側でも毎クラス違うグループが入ってくるので生徒
とは一期一会。同じテーマでも受け取る生徒が違うと講義
は９様、変化のあるものとなります。講師の方々は思い思
いに机の配置等も工夫され、生徒とのコミュニケーション
を図っていました。時間を追うごとに、生徒も講師も緊張
がほぐれていったのでしょう、元気な声があちこちで聞か
れる授業風景となりました。
　生徒からの感想の主なものは、
★ 自己紹介もいろいろな方法があり、自分の知っている
限りの単語を駆使して幅のある紹介ができることを知り
ました。★ いろいろな国での体験はすごく面白かったし、
参考になった。★ 海外へ行くときの注意とか、国によっ
て習慣や常識が日本と違うことを知った。★ コミュニケ

恩師母校

英語夏季特別講座
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ーションをとるということの大切さを学んだ。アイコンタ
クトと笑顔、恥ずかしがらないことが大事。★ 自分の言
いたいことを伝えようとする努力。★ 片言でもまず、話
してみる。きっと相手は理解しようとしてくれるはず。★ 
ゲームをしながら、本当に楽しく質問もだんだんできる
ようになったし、よく聞き取れるようになった。★ 英語
で体験を話してくれて聞き取りの練習ができた。★ まと
めて勉強するのではなく、１日５分でも毎日続けること。
これならできそう。★ 英語は書くだけではだめ、聞いて、
そして声に出すこと。★ 外国人を前にしたら正しい文法
でなくても積極的に何かを伝えること・恥ずかしがらない。
★ 自分の名前をニックネームで覚えてもらうと、声をか
けられやすい。話すきっかけを積極的に作っていこう。★ 
日常生活に役立ちそうな会話をたくさん教えてもらった。
★ 英語の学習法がわかったような気がした。★ 秋の合宿
の意欲がわいてきた。教わったことを参考に頑張りたい。
★ 楽しみになってきた。★ ９人の先生がいろいろなこと
を教えてくれたのでとても楽しかった。
　などなど。生徒たちの感想もみな、新しい発見にわくわ
くする！ というようなものばかりでした。
　一方講師の先生がたも、それぞれのグループによって個
性は違うけれど、一般的な中学生に比べて能力の高さを感
じ、また、皆が前向きで「勉強しよう」という意識がぐい

ぐいと迫ってくるような感じも受けられたとか。教えなが
ら、ご自分も楽しんで一緒に学べたとの感想が多かったよ
うです。休憩時間や昼食をとりながらの情報交換から、そ
れならばこう工夫してみようか！ など積極的に生徒たち
へ英語の楽しさを！ と考えてくださいました。先生方が
生き生きして、楽しく英語を一緒に勉強している姿、その
気持ちはきっと生徒にも伝わり、一人一人の心に何かを残
したと確信します。恥ずかしがらずに、笑顔で、頑張れ中
学生！ そして、お忙しい中、ご協力いただきました講師
のみなさん方にも大拍手！ 大感謝！ これからも、後輩の
ためにあなたの力を待っています。

（広報部　荒井眞理子）

母校

　生徒のさらなるspeaking能力育成としてまた、
学ぶ楽しさを発見してほしいという思いで計画いた
しました。このたび海外生活等ご経験豊かな、多岐
にわたる講師の方々にご講義いただきまして、生徒
たちにとって充実した、楽しい３日間だったようで
す。この夏季集中講座で学んだことをこれからの学
習や、学校生活に生かしてほしいと思っております。

英語科　西田先生
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　昨年９月にスタートした英語読書会は、はや、２年目に入り
ました。美しいカラー写真入りのPrincess Dianaという本を１
時間程度と別に朝日新聞社発行の英字週刊紙STから選んだ

NEWSを１つ１時間程かけて読んでい
ます。
　偶然にもウイリアム王子の結婚式の
前後に重なり、英語の関連記事を読む
ことができて、ダイアナ妃の伝記も一

　いずみ会サークル活動は、５年前に発足し、現在６
つの講座があり、参加登録者数は年々増加し、130名
を越えました。今年度より人材バンク部に予算が付き
ました。おかげさまで、講師と世話役・裏方を中心に
みなで楽しく運営されております。振り返れば自前の同
窓会室（いずみ会室）ができたものの、部屋の活用とい
ずみ会の活性化について悩んでおりました。いずみ会
60周年記念事業の委員長であった高５期・青山喜彦さ
んから、「飲まない、吸わない、賭けない」健康麻雀
はどうだろうか、との提案があり、さっそくお願いし、
スタートしました。当初予算もなく、あちこちから道具
をかき集めましたが、肝心の１卓４人のメンバーが集ま
らないこともありました。今では20名近い参加者であ
ふれております。
　ここから「野外で一万歩歩こう」のまんぽ会が生まれ、
60名以上の登録者と毎回30名以上の参加者がありま
す。さらに、知的なものが欲しいとのことで、人材バ
ンクに登録された高９期・大軒史子先生にお願いして
日本古典文学講座・源氏物語がスタートしました。同
じく、表千家の師範、高７期・本道操子先生にお願いし、
茶の湯が発足。美味しいお茶とお菓子を楽しんでおり
ます。近頃は、初めての方、男性が増え始めました。
　母校文化祭では生徒向けに、毎年囲碁教室を開い
ておりますが、これをきっかけに高10期・田島寛氏を
中心に囲碁同好会が発足しました。英語教室は高11
期広瀬芳子先生の肝いりで生まれました。
　健康麻雀教室をスタートに、次 と々新しいサークル
に発展し、「いずみ会」という絆で先輩、後輩のつな
がりを大切にしながら運営しております。いずみ会のみ
なさん、遠慮せず、まずはお越しください。若い人も、
新しいサークルを提案して先輩を巻き込んでください。

「歩み入るものに安らぎを、去りゆく人にしあわせを」
（東山魁夷画伯訳）以前合宿した草津町町民憲章にあ
りました。もしかしたら、人生を変える出会いになる
かもしれません。今後とも「元気で・明るく・楽しい会」
を願っております。

やさしい英語の本を読む会 高11期　広瀬　芳子

緑蔭

　まんぽ会第１回目の練馬界隈散策から始まって、今年５月
の東大本郷界隈散策（このとき感激して見上げた木造３階建
の歴史ある下宿・本郷館は８月に取り壊されました！）、泊りが
けでは那須に始まり、草津、湯西川、日光、熱川、津南、そ
して今夏塩原～尾瀬と、思い出と仲間がたくさん増えました。

まんぽ会

新
走
り　

造
り
酒
屋
に

　

麹
の
香

秋
深
し　
「
甘
露
の
水
」
の

　

試
し
飲
み

それぞれに心に残る旅でしたが、昨年
11月に行われた御岳渓谷散策の１日を
嶋正彦さんの文章と俳句で一部たどって
みようと思います。
● 御岳渓谷の旅　高５期　嶋　正彦
　酒造りには、装置の近代化がどんな
に進んだとしても、決して欠かせない大
切な要素が二つある。一つは「水」である。
一定の水質を保った水が、欠かすことな
く湧き出ることなのである。この地には、

サークル活動に思う
事務局長・人材バンク部長　大髙光蔵（高13期）

足
早
に 

紅
葉
が
走
る

　

奥
多
摩
路

想
ひ
出
を　
乗
せ
て
旅
す
る

　

落
葉
舟

渓
流
に　

仲
睦
ま
じ
き

　

夫
婦
鴨

層理解しやすくなりました。次は
TITANIC! を読みます。会場も広く
なりましたので、ご自由にご参加く
ださい。
　毎月第３火曜日　10時～ 12時　
グランフォンテ集会室（大泉学園駅
から徒歩４分）

奥多摩御岳渓谷に涌出する「甘露の水」がある。酒造りの水
が　カルシュウムやマグネシュウムを多く溶解している硬水で
あることを初めて知った。岩肌を割って涌出する「甘露の水」
を試飲した。冷たく、清らかな自然水は、有り難き天からの
授かりものである。そして、残る一つは「杜氏」の力量なので
ある。蔵元からも「親方」と呼ばれる杜氏に頼る所が少なくな

いのである。
　楓橋を渡り、多摩川の右岸
を上流へと歩む。木々の葉も、
赤、黄、茶と変わって秋の到
来を告げている。天から授か
った天然の伝言である。紅葉
のトンネルを抜けると、多摩川
の渓流の囁きに、夢の世界は
再び現実に引き戻されるのであ

った。流れの緩やかな淀みを選ぶように、北地から飛来した
仲睦まじい鴨が二羽遊泳していた。春、再び北に帰る迄の短
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http://www.green-pia.com/tunan/

■ 運行予定時間　＊ 到着時刻は天候・交通事情で遅れる場合がございます。

１泊２食付・バス往復代・消費税込・入湯税100円別

（2011年４月〜2012年３月）

大人お１人様

東京
区内

ルート

東京
多摩

ルート

蒲田

八王子

8:00（発）

8:00（発）

9:00（発）

9:00（発）

9:30（発）

9:20（発） 9:40（発）

13:00（着）

13:00（着）

14:30（発）

14:30（発）

18:15（発）

18:00（発） 17:40（発）

18:45（発）

18:20（発）

19:45（着）

19:20（着）

新宿

立川 玉川上水 JR箱根ヶ崎駅

練馬蒲  

田
津南ニュー・

グリーンピア

津南ニュー・
グリーンピア

八
王
子

大軒史子先生（高９期）をお迎えしてはや５年。源氏物語～平
家物語～今昔物語集～方丈記～そして今年は太平記を読んで
います。 方
丈記を読ん
だ昨年はち
ょうど「断・
捨・離 」と
いう言葉が
流行し、ま

乗り越えるための準備作業だったのであろうか。

さに方丈記の世界！ 太平記も千早・赤坂の戦いと佳境に入り
ました。先生が、歴史の流れをうまく説いて下さるので、臨
場感たっぷりです。来年はどんな世界へ連れて行っていただ
けるのか楽しみです。
　毎月第４木曜日　10時～ 12時　グランフォンテ集会室

古典文学講座

緑蔭

サークル活動のお問い合わせは20頁に記載のいずみ会窓口まで。

趣味の講座を立ち上げたい方、どうぞいずみ会までご相談
ください。お待ちいたしております。

　本道操子先生（高７期）にご教授頂いています。ゆっくりと
皆がお点前を確かめながら、ピリッとした一瞬を楽しむかのよ
うにお稽古しています。「動」中「静」あり。癒されます。お気
軽にどうぞ！
　毎月第２・第４月曜日　14時～ 16時　欅サロン

　毎月第１・第３火曜日　12時～ 17時　いずみ会室

健康麻雀教室

　毎月第２・第4金曜日　12時～ 17時　いずみ会室

健康麻雀教室レディース

　毎月第３水曜日　12時～ 17時　いずみ会室

囲碁同好会

茶道教室～茶の湯～

い新婚旅行かもしれない。
川面を漂う紅葉葉は、や
がて緩やかに蛇行しなが
ら、自然が造り上げた小
さな入り江に辿り着いた。
数枚の落葉が重なり合っ
て、しっかりと筏を組んだ。
やがて訪れる急流を無事

川
音
に　

耳
を
澄
ま
し
て

　

探
る
秋
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会長　石井岱三（高６期）

松村正道（高８期）

〒357-0112　飯能市下名栗480　TEL. 042-979-0011

「人を人として介護する」を基本理念に

高齢者福祉サービス事業を展開します

皆様のお住まいの専門家・一級建築士事務所

〒192-0907　八王子市長沼町467　菱山荘10号
TEL. 042-638-8341　FAX. 042-638-8342
e-Mail：cyt01341@nifty.com

名栗園社会福祉法人 M&I研究所

　今年の猛暑は異常である。其れにもかかわらず、第10期
の仲間が７月23日一堂に会しました。幸い当日は、凌ぎやす
い天候に恵まれました。場所は六本木鳥居坂にある元岩崎小
弥太邸、優美な庭園に囲まれ、癒される雰囲気を持つ国際
文化会館です。ご出席頂いた先生は、宇高先生、中山先生、
永嶋先生でした。ハプニングで宇高先生の米寿をお祝いしま
した。先生方皆様お元気で、人生のお手本の様な生き方をな
さっていらっしゃいます。わが同期会も第一回目から数えて30
周年を迎えました。あっという間の30年。その間に分かって
いるだけでも44名の方 を々なくしております。残された者への
使命は『元気に、楽しく、前向きに』をモットーに、これから
の人生を有意義に、そして皆で寄り添って生きて行こうと仲間
意識を新たに強めた感じがした、大変素晴らしい会でした。
２年後の再会を約束して心残りながらも幕を閉じました。

　平成19年からは、毎年同期会を開催しています。平成22
年は観智院のお坊さん土屋光道先生、サッカーの永嶋正俊
先生、ｙ＝ax²+b代数の畑野正毅先生と恩師三人にご出席い
ただき、総勢約60名で盛大に開催されました（10月12日、午

会員

会員の集い会員の集い

　去る５月12 ～ 13日、伊香保温泉「ホテル天坊」に於いて宿
泊同期会（通算９回目）が開催されました。今回の同期会は卒
業50周年記年と銘打って、初めて宿泊形式で開催したもので
すが泊まりとなると加齢による健康上の問題や家庭の事情な
どもあり、最終的には19名の参加に留まりました。
　マイカーに分乗した一行は、３時過にはホテルに到着し、
湯あそびの館と言われる大岩風呂、洞窟露天風呂やら、多く
の変わった温泉につかり宴会開始までくつろぎました。午後６
時、浴衣姿で宴会場に集合、田中幹事の司会で開会、戸田
代表幹事の開会挨拶後、早川いずみ会会長による乾杯の音
頭で開宴となりました。参加者各自近況等話してもらい、カラ
オケも登場してあっと言う間に中締で、最後に集合写真を撮っ
てお開きとなりました。更にカラオケ組と喫茶やらお酒の延長
組に別れ、遅くまで宴が続きました。
　翌日は天候に恵まれ、山本幹事のゴルフ組と丸山幹事の散
策組に分かれてホテルを出発。ゴルフ組は伊香保CCにて２
組８名が懇親競技を楽しみました。新緑の景色が美しい中を
ラウンドし、早川氏が見事優賞しました。
　散策組は10名でホテル出発、伊香保の名所めぐりとして竹

後4時から、練馬駅近くのイタリアンレストラン）。
　出席者が予想を大きく上回ったため、急遽会場を変更しま
したが、それでも当日ひどい混雑ぶりでした。申し訳ありま
せんでした。おまけにマイク・スピーカーの設備がイマイチで、
自己紹介などのスピーチがほとんど聞き取れない状況でした。
もっともマイク・スピーカーの設備が良くても、お隣さんとのお
しゃべりに夢中で果たしてどの程度傾聴したか…疑問ではあ
りますが。
　在学当時の思い出話と、この年代の常で、重篤な病気や怪
我経験者が幅を利かし、身体に良いと思ってやっていること
や介護や育児の苦労話に花が咲きました。特別なイベントは
ありませんが、終わってみれば短い3時間でした。青春の3年
間を共に過ごした友達が集まって、いまさら当時を残念がった
り、疑念が解けたり、ようやく当時の面影が浮かんできたり、
最後まで思い出せなかったり、ただそれだけの集まりです。
　既に逝去された方が、確認できているだけで約30名です。
これからも当分の間、毎年開催の予定です。準備もおっくう
になってきて、日にちを固定しました。毎年10月12日です。

『元気に・楽しく・前向きに』
羽根田　千賀子

高
10
期

10月12日！
板橋　昭寿

高
12
期

卒業50年を迎えて　
高校13期宿泊同期会の様子 山本　章義

高
13
期
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横田　惇（高８期）

〒178-0063　練馬区東大泉5-25-3　TEL. 03-3921-4314

一般歯科／小児歯科／歯科口腔外科／在宅訪問（往診）

練馬区歯科医師会会長・大泉高校校医

横田歯科医院 大泉高校校医

清水眞一（高８期）

清水眼科医院

〒176-0012　練馬区豊玉北４−３−７　TEL. 03-3992-8695

診療時間：
休 診 日：

月～金　9：00 ～ 12：30　14：30 ～ 18：00
木曜日　土曜日午後　日曜日　祝日

会員

久夢二記念館～文学の小径～石段街～伊香保神社、飲泉所
～かじか橋～石段街を約12,000歩散策後、一旦ホテルに戻り、
ここから車移動で「水沢うどん」の昼食～榛東ワイナリー見学

（無論ワイン試飲）で、ゴルフ組の上がりへの時間調整を図り、
ゴルフ場で散会となりました。
　新緑の中あちこちぶらつき、問題爺・婆（？）ともども大いに
リフレッシュできました。次回は来年都内で開催する予定です。

　昨年の11月14日に18期の同期会が開催されました。場所
は今や、若者の全国的観光スポットと化した原宿。参加者の
殆どはめったに近寄らないゾーンということで、気分的にはあ
る意味、地方の中高生とあまり変わらない心境だったかも知れ
ませんね。そこが新鮮で良かったという感想も聞かれました。
　会場はちょっとおしゃれなカフェ・レストランで、オープンテ
ラスもあったりで、皆、軽やかな気分で談笑していたようです。
ちなみに、コンセプトは「気楽に集まろう」というもので、殆ど
おしゃべり中心でした。
　当時10クラスあって、３年間に知り合った友人の数よりも、
知らずに卒業した同期生の方が多い訳ですが、44年後の会
では、知らなかった人達の存在感というか、それぞれの生き
てきた重みのようなものが伝わって来た会でした。

で、タイムスリップしたような不
思議な興奮を覚えたことを記憶
しています。その時から24年、
いつしか15期生も還暦を越え
古希に近づき人生の秋を迎え
つつあります。それだけに我々
にとって大泉の同期会は青春
の懐かしい記憶を呼び戻す行
事として、これからも大切に続
けて行きたいと思っています。

　昨年11月20日の土曜日に市ヶ谷の私学会館で15期の同期
会が開催され、約60人の同期生がご来臨頂いた小川先生、
永島先生、甲賀先
生、山谷先生ととも
に、和気藹藹の雰
囲気の中で楽しいひ
と時を過ごしました。
　我々15期生の卒
業は昭和38年です
が、61年 に 最 初 の
同期会が開かれた
後、二年に一度のペ
ースで欠かさず続け
られ今回で13度目と
なります。最初の同
期会は卒業以来初め
てで、不惑を越えて
の再会でもあったの

18期生、44年めの同期会開催
北上　豊明

高
18
期

同期会は青春の懐かしい記憶を
呼び戻す行事 新谷　剛郎

高
15
期
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〒178-0063　練馬区東大泉5-39-7

堀　光成（高８期）

大山高根（高８期）

〒102-0083　千代田区麹町6-2-1　麹町サイトビル2F

堀歯科医院 野球部OB

TEL. 03-5226-0841　FAX. 03-5226-0847

診療時間：

休 診 日：

月～金　10：00 ～ 13：00　14：00 ～ 18：00
　土　　10：00 ～ 13：00　14：00 ～ 17：00
日曜・祝日

TEL. 03-3922-5486　FAX. 03-5387-4062

　40代もラスト１年という昨年秋、事務局の鑓田君から前回
（2004年開催）の出席者宛に同期会準備の案内メールが届き
ました。即お手伝いしたい！ と集まった15名が幹事というこ
とで、2011年２月27日（日）12時より『GINTO銀座店』にて開催、
出席者は91名でした。
　今回は初参加者も多かったのですが、受付名簿も名札も

「（旧姓）」表記をせず、全員卒業時の姓名のまま通したことで、
混乱なく高校３年生まで遡れた模様。すぐに懐かしい呼び名
が飛び交い、グラス片手に笑顔が行き交い、皆さん楽しそう
に再会を喜び合っていました。来賓として出席くださった荒井
先生・田中先生・田村先生・中川先生・源先生からは近況報
告を、やむを得ず欠席という高沢先生からは記念として直筆
の書を賜りました。そして終盤「１年から３年までのクラスごと
の談笑」では、すっかり入学当時の15歳までタイムスリップ。
当時伝えられなかった気持ちをいとも簡単に言葉にできたこと
に驚きました。
　興奮冷めやらぬ60名余がニュートーキョービルの居酒屋へ
流れて二次会。曖昧な記憶ながらも三次会で『校友の歌』を
歌い、まだ40名程いたような……。更に四次会は池袋へ……
と、高校生気分で飲み語り笑い続けた12時間。夢見心地で
帰宅後、鏡の中にはしっかりと、笑い皺くっきりの笑顔!!! で
も艶 と々幸せそうで、歳を重ねてきたことを嬉しく思いました。
周囲に感謝いたします。

会員

『タイムスリップのサプリ効果』
樽（長尾）　美智代

高
32
期

　高校21期同期会（第12回）を2010年10月２日（土）に開催
しました。
　「還暦同期会」にふさわしく、池袋のサンシャイン60の60
階の展望パーティースペースが会場でした。
　恩師の恒松明先生、荻野治雄先生、田上正先生の御三方が
出席くださり、前回（2008年６月）の倍近い130人が参加しました。
なかには「同期会に出席するのは、これが最初で最後です。」と
宣言する御仁もいて、やはり還暦という節目は特別なもののよう
です。
　定年退職前後の近況が話題の中心というわけでもなく、わ
いわいがやがや時空を超えた談話を楽しみました。うるわし
い生の共有とでもいうべきでしょうか。一期一会ですね。
　前回もアピールした「2011年『１の会』総力結集」を再度訴え
て、２次会めざして散会しました。

池袋の夜景を背にいつもの
ポーズでスピーチを決める
池上彰くん

熊本から鉄路で御出席の
恒松明先生

　まもなく「１の会」本番です！ いずみ会員の皆様、御参加よ
ろしくお願いします。

60!　60!
植村　久

高
21
期

　２次会まで含め、そうしたよく知らなかった方達ともコミュ
ニケーションが生まれたということ、これは同期会ならではの
美点ではないでしょうか。
　恩師も、芸術院会員になられた市村先生をはじめ、懐かし
い顔ぶれが参集され、お元気にスピーチをされましたが、さ
すがにご高齢になってこられた感もありました。
最後に、ここ１年ほどの間に１期先輩の深町純氏と中江和夫
氏（会広報部長）が逝去され、ご冥福をお祈り致します。
　皆さん、健康に留意され、元気に次回お会いしましょう！
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織り機いらずの織物
作って楽しい着て嬉しい世界で唯一のもの

お仲間になりませんか？
藤井元孝（高８期）

Shotbar Blarney Stone

YY工房講師　長島慶子（高10期）（旧姓黒川）

〒203-0014　東久留米市東本町14-29　清需フラット102 〒168-0082　杉並区久我山3-35-15-509　TEL. 03-3335-1944

有限会社 ブラーニーストーン ボードウィービング

会員

　現役生の練習状況はグラウンドが使えないことへの不安が
顧問にあったが、サブグラウンド、外部施設利用で大きな支
障は出ていない。狭い場所での練習のやり方もあるのでうま
く調整している模様で、学校当局の配慮に感謝しています。
　OB会としては、現在連絡可能な会員が約600名、現役の
技術指導とラグビー部の健全な発展、OB間の親睦を目的と
しています。OB会ホームページを運営・現役の試合の応援・
年１回の総会、当日の対現役戦・夏合宿補助・送別会などへ
の財政支援、他校との定期戦（OB、現役）のほか、中学生や、
新高校生へ入部を促す啓蒙パンフレットなどを配布する予定
でいます。

　大泉高校吹奏楽部OB会は、1960年の大泉高校吹奏
楽部創設以来、同OBにより構成され、コンサート、合
宿、飲み会などの活動を行っている非常設の団体です。現
在、OBは700名を越え、メールアドレス登録者（100名以
上）全員に配信されるネットワーク（メーリングリスト）にて
情報交換、打ち合わせなどを行っています。現役部員とは
毎年８月OB会主催で行われるサマーコンサートへの現役
参加および、OBとの合同ステージを中心に交流し、楽器
演奏の楽しさと吹奏楽部の伝統的ノリの伝授に努めています。

　母校の新校舎改築に伴うグラウンドの状況により、現役サ
ッカー部の活動状況は非常に厳しいものになっております。普
段は都立大泉中央公園や都立大泉さくら高校へ往復６キロの
距離を自転車で通い、土日は練習試合の相手をしてくれる学
校へ出向くという「ジプシー生活」を余儀なくさせられていま
す。これは大泉サッカー部史上、過去に例をみないほどの過
酷な状況と言わざるを得ません。ＯＢ会としても何とか援助し
ていきたいと考えておりますが、例年ＯＢ総会で実施しており
ます、わずかばかりの金銭的援助以外は「暗中模索」の状況
です。このような状況でも現役の実績はめざましいものがあり
ます。大泉サッカーの歴史を知る諸先輩方の中には首をかし
げる方もおられるかもしれませんが、高校スポーツの意義はレ
ベルというより、高校生がひたむきにスポーツに取り組むこと
によって得られる自立心や向上心、そして規律を重んじる姿
勢といった人間の内面の充実です。その意味で現役諸君のプ
レーぶりはまさに私どもＯＢが誇りに思えるものであるといえ
ます。大泉の過去の指導者には、東京都のみならず日本のサ
ッカーを支えてこられた方々がおられます。その先生方の薫陶
を受けて、私たちは育ちました。そのような環境で競技スポ
ーツを実践してきたからこそ、大泉の選手たちはフェアプレー
精神やチームワークの大切さを学び、自らを高めてこれたのだ
と思います。「サッカーは子供を大人にし、大人を紳士にする」
という言葉があります。この言葉を現在過酷な練習状況にあ
る現役諸君に贈り大泉を卒業したのち、立派な大人になり、
屈強な紳士になってくれる事を心より祈念する次第です。

OB会の動向　吹奏楽部
OB会幹事団

OB会の動向　サッカー部
OB会会長　高柳　健治（高26期）

OB会の動向　ラグビー部
OB会幹事長　酒井　陽三（高18期）

OB会では創部50周年を記念した以下の取り組みを計画・推
進しています。
① OBと現役部員による記念演奏会（震災のため来年に延期）
② 現役への楽器・備品寄付（2009年から資金積立を続けて

います。来年まで継続）
③ 写真・音源のデジタル化（部室に残る50年の活動記録をデ

ジタル化することで資料の散逸を防ぎ、後世に受け継いで
いく作業を推進）

　2010年の中高一貫校化による中学生部員の登場や校舎の
一新など変革の節目にあります。私たちOB会は現役のよき仲
間として、これからも共に音楽活動を楽しんでいきたいと思っ
ています。

グラウンドには新しい校
舎を建設中。このため、

野球部は練習場所をいろいろ
工夫しています。廊下を使って
ランニングや捕球練習。校舎
と校舎の間にケージを張っての
バッティング練習など。全体練
習は他校との練習試合でグラ
ウンドの感触と勘を確かめてい
ます。OB会では試合の応援や
用具の調達、寄付等の支援を
続けていく予定です。
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★ 卒業してから36年経っ
ても母校と繋がっているこ
とが大変嬉しい ★ 同期会

等卒業生の動向、母校の情報等
毎年来る会報が楽しみです ★ 卒業後
一度も大泉に行っていないのですが、
会報で状況が分かり、いつか行ってみ
たいと思います ★ 遠方にいても同窓
や母校の様子がわかりありがたし ★ 
大泉といえば満開の桜。思い出しなが
ら会報を見ています ★ 82歳になりま
したが、病院に勤務し毎日診察をして
います。毎朝一万歩の散歩をしていま
す ★ 卒業時まで在校できなかったの
は戦時疎開のためとは言え、残念です
が、大泉中学がわが母校であることに
変わりありません。会報はいつも熟読
させて頂いています ★ 新校舎落成時

には施設見学会を！ ★ 雲雀囀る麦畑
に整列して開校した母校が大泉の大地
に根を下ろして69年あまり。中１期
の私には人には語れぬ苦労の連続でし
た。しかし病を得て、職を辞し、やっ
と母校の偉大さを感じます。人間基礎
がしっかりしていれば万全です。中高
一貫校の発展を祈ります ★ 「71歳会
費納入不要」は規約を改正して全員会
費を納入するほうが将来的にも会のた
めにも良いかと思います ★ 中高一貫
校になっても大泉の伝統を引き継ぐこ
と。これは同窓会にしかできないこと
です。もっともっと行事や部活に「い
ずみ会」は関わりをもっていくべきで
す ★ 名簿の悪用防止を ★ 30期以降
の会員の参加を促したい。期別に働き
掛け、同期会の活性化からいずみ会へ

の参加・協力へと導く ★ 総会・懇親
会のマンネリ化を打破しましょう ★ 
キャリア教育社会人講話、大学生の自
分にとってはとても興味深い記事でし
た。これから社会へはばたく後輩たち
にも良い刺激になると思います ★ 大
泉には半年しかいませんでしたが、大
泉卒業と胸を張って誇りに思っていま
す ★ 会報いつもありがとうございま
す。同期の記事を見ると嬉しくなりま
す。“～あの桜並木～その延長に今が
ある”涙がでます ★ 懐かしいの一言。
母校は遠く思えますが、近くにお住い
の高３の時の担任宅でクラス会など楽
しんでおります ★ 遠い昔の日々、桜
の満開のころを思い出しながら、会報
を読んでいます。

期 現姓 逝去日
中１期 倉井　忠雄 平成22年4月8日
中１期 小林　巌 平成19年2月9日
中１期 小俣　芳和（黒田） 平成23年3月1日
中１期 高野　辰郎 平成20年11月
中１期 高橋　正徴 平成23年1月2日
中１期 田代　哲夫 平成22年1月23日
中１期 毛利　廣昭 平成22年1月
中１期 柳瀬　八十夫 平成22年9月23日
中１期 四田　淳三 平成22年12月17日
高１期 松丸　利雄 平成22年
高２期 大塩　光夫 平成23年1月5日
高２期 鈴木　研治 平成22年10月27日
高２期 田口　迪夫 平成22年10月7日
高２期 藤沢　英雄 平成22年6月23日
高３期 小平　敏男 平成22年11月4日
高３期 富本　匡 平成23年5月15日
高４期 荒川　四郎 平成22年7月2日
高４期 石川　宏 平成22年8月25日
高４期 高木　眞悟 平成22年7月31日
高４期 橋本　浩一 平成22年6月4日
高４期 渡辺　健一 平成22年7月13日
高４期 渡辺　忠明 平成21年11月30日
高５期 尾関　篤 平成21年9月
高５期 国澤　弘 平成23年7月26日
高５期 小平　恵一 
高５期 塩原　佐太運 平成18年2月
高５期 関根　清治 
高５期 塚越　義人 平成23年1月
高５期 中村　肇 平成21年
高５期 坂野　かほる（戸張） 平成22年10月19日
高５期 大多和　富江（中村） 平成22年12月
高６期 井上　暉夫 平成22年9月
高６期 酒向　正博 平成22年10月1日
高６期 佐伯　忠彦 平成22年11月
高６期 柴田　実 平成16年5月15日
高６期 島崎　晃 平成23年5月6日
高６期 島津　明一 平成22年9月25日
高６期 高田　修地 平成23年4月17日

教科 現姓 逝去日
英語 田中　暁　先生 平成21年11月20日

■会員訃報（敬称略）

追悼
■先生のご冥福をお祈りいたします 期 現姓 逝去日

高６期 土肥　幸夫 平成6年
高６期 林　　昭雄 平成22年7月
高６期 峯澤　正 平成22年2月28日
高６期 中川　由子（小島） 平成21年8月
高７期 佐々木　堅三郎 平成21年3月
高７期 橋本　力 平成22年10月
高７期 会田　かをり（後藤） 平成21年12月
高７期 今井　伸子（堀） 平成20年7月23日
高８期 後藤　一乗 平成22年1月9日
高８期 加藤　真男 平成22年6月
高８期 安田　凱昭（高木） 平成14年
高８期 真野　喜興 平成23年6月4日
高８期 沼沢　美代子（工藤） 平成22年12月27日
高８期 貝森　啓子（西） 平成23年4月8日
高８期 並木　澄江 
高９期 水野　慶之 平成22年10月20日
高９期 芝山　秀次郎 平成22年4月12日
高９期 平田　翰那 平成23年2月21日
高10期 石田　栄一（金勝） 平成22年11月
高10期 榎本　国利 平成22年1月24日
高10期 大東　千鶴子（三橋） 平成23年6月10日
高11期 大村　光弘 平成22年10月7日
高11期 大沢　建吾 平成23年1月15日
高11期 片寄　紘一 平成23年3月22日
高12期 関　　優 平成22年10月
高12期 西村　浩一 
高12期 桐原　紀男（新井） 平成21年10月27日
高12期 笠井　陽子（森） 平成22年9月24日
高13期 永田　義昭 平成21年3月30日
高13期 佐藤　洋 
高14期 鈴木　東海 平成22年10月27日
高14期 冨家　俊弘 平成20年12月16日
高14期 蔵原　輝人 平成22年8月28日
高15期 高橋　伸光 平成17年
高15期 小林　鉄男 平成21年12月31日
高17期 中江　和夫 平成23年4月19日
高17期 江口　紀子 平成23年2月17日
高17期 堀尾　利晴 
高17期 酒井　美千代 
高17期 深町　純 平成22年11月22日
高18期 小松　省三 
高18期 石田　純子（阿部） 平成22年5月6日
高18期 大沢　彰 平成22年4月30日

期 現姓 逝去日
高19期 北大路幸子（黒沢） 平成22年
高20期 中江　みどり（森） 平成23年5月
高26期 松本　義文 
高26期 吉田　美和子（大橋） 
高27期 安田　博 平成23年6月9日
高29期 小池　理麿 平成22年7月29日
高29期 松田　明子 平成23年3月4日
高30期 田中　啓子 平成15年
高45期 後庵　宣道 平成19年
高46期 佐々木暁良 平成23年1月2日

■ 中江和夫さんを悼む 
―― 惜しいとしか言いようがない――
　３月11日の大震災後、東電と政府の発表する原
発事故の概要が信用できず、私は独自に情報収集
し、早期の事故収束には何が必要か毎日のように
会議を開いていた。そのチームに参加し、正確な
情報を入れてくれたのは中江さんだった。長期に渡
って原発や電力の仕事に携わってきたからか、「中
江さんは理系？」とみんなが聞くほど詳しかった。
　昨夏の私の参院選４期目の挑戦は、全国比例で
個人名の得票が多くないと勝てない難しい選挙で、
大組織もテレビ人気もない私を案じ、中江さんは「大
泉の先輩後輩に賭けよう」と戦略を立ててくれた。
以来、共に選挙戦を闘ってくれ、従来からの私の
顧問団やスタッフは彼の能力の高さと人柄にすっか
り魅せられた。企画力・説得力・行動力の裏にあ
る明晰な頭脳、何よりパフォーマンス好きな人間の
多い現代において珍しく裏方に徹する凄さ、様々な
人に気配りできる優しさ、そして沈着冷静さ。そん
な、彼を見込んで、これから一緒に大仕事をしよう
としていた矢先だった。今もつい「何時から緊急会
議するから来て」と彼に連絡しそうになる。国難の
この時、中江さんの役割は大きかったのに。
　昨夏、17期の深町純、式田譲、中江和夫の３氏
が落選した私の慰労会をしてくれた。その深町さん
が昨11月、中江さんがこの４月、どちらもあっとい
う間に逝ってしまった。惜しいとしか言いようがない。

円より子（高17期）
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広告を掲載しませんか
いずみ会報に広告掲載をご希望の方は、
いずみ会連絡窓口（20ページ参照）まで
ご連絡ください。
詳細をお知らせいたします。

ご相談に応じます。

基本広告料金：1/10ページ15.000円

※ レイアウトお任せとなります。

長尾則子（5）、中川徹夫（5）、久保田繁（5）、小林信子（4）、
保科欽司（2）、渡辺浩通（1）【高 16】田丸洋（10）、福島敦子

（4）、川崎博（3）、橋元宏（3）、丸山俊章（2）、丹野晃弘（1）【高
17】大津徳明（10）、堀江悠子（10）、佐藤靖子（5）、田中襄一

（3）、橋口紀子（3）、青木龍太（3）、中江和夫（2）【高 18】酒
井陽三（10）、鈴木裕一（9）、水垣真里子（9）、酒井君枝（3）、
鈴木三枝子（2）、原田邦子（1）【高 19】杉浦史樹（10）、石塚
久仁世（5）、齋藤孝一（3）、溝田俊二（1）、大岩常男（1）、掃
部信子（1）、熊切愼二（1）、望月英伸（1）【高 20】望月好美（7）、
三上恵只（5）、宮本隆夫（5）、半田ルル子（2）、井上幸夫（2）

【高 21】吉野茂紀（9）、清水良一（6）、石井逸子（1）、有富裕
一郎（1）【高 23】高橋敏彦（10）、清水達朗（7）、石川正博（3）

【高 24】有末賢（1）【高 25】中川隆（1）、高橋徹（1）【高 26】
山本晃（3）【高 27】益村典子（5）【高 28】佐藤謙一（2）、森
本文子（2）、清水義裕（2）【高 29】村松弘之（5）、田中圭子（3）、
梅田利枝（1）【高 30】大坪由佳（1）【高 31】関島勝巳（1）【高
32】仲沢浩一（3）【高 33】三瓶邦子（10）、石原政明（4）、江
原理恵（1）【高 34】高松由起（5）【高 35】石川秀樹（2）、鈴
木啓順（2）【高 39】池内玲子（1）、長谷志穂（1）【高 44】中
津留勉（5）【高 48】植田修司（2）【高 60】比護大介（5）

【中 01】田代哲夫（5）、藤井宏（3）、柳瀬八十夫（3）、竹田節男（1）、
樋田並照（1）、阿部昭典（1）【中 02】佐藤幸司（5）、早坂明

（3）、藤瀬季彦（3）【中 03】命尾晃利（5）【高 01】木村法夫（3）、
野口武（1）【高 02】桜井義貞（20）、須藤邦夫（10）、伊東正朝（10）、
清水靖夫（5）【高 03】長谷川浩吉（3）、瀬戸山毅（3）、五十
嵐孝夫（1）、今村忠雄（1）【高 04】吉澤修（10）、荒川四郎（10）、
比嘉高（5）、若村保二郎（3）、塚田圭一（3）、森木伸子（2）、
安井昇（1）【高 05】小見寿（10）、高橋達男（5）、石原須美子

（5）、松岡五郎（3）、市川悦子（3）、田中房代（3）、大澤登（1）
【高 06】畝目譲治（10）、有田二郎（10）、石井岱三（10）、小
出淑子（5）、宮腰東海（3）、浜野章保（2）、太田毅（2）、佐藤
明（2）、永井満（2）、白勢瑛子（1）、原田清（1）、土屋雅春（1）、
菅生裕（1）、佐野弘太郎（1）、鴨田博伸（1）、柚原修（1）【高
07】三平千代子（5）、森時孝（5）、戸塚昭（3）、児島有岐（2）、
三島英雄（1）、本田恒一（1）【高 08】浅野稠子（10）、中山堯

（10）、宇田川公子（5）、佐々木玲子（5）、小美濃道雄（5）、鈴
木次郎（5）、藤井元孝（5）、二宮靖子（5）、小川洋子（5）、小
勝健児（3）、野口純正（3）、北村直子（1）【高 09】黒崎威（3）、
矢花昌子（2）、鎌倉悦子（1）、柚原美智子（1）【高 10】本橋
達朗（10）、田島寛（10）、河村毅（7）、檜山建宇（5）、光田健
児（3）、阿部藤子（3）、藤井英雄（3）、福住幸三（2）、金沢健
蔵（2）、大谷義彦（1）、直井一子（1）【高 11】山本茂生（6）、
神谷文彦（4）、柴田紀江（3）、福島晴子（3）、大内春子（2）、
友野博（1）【高 12】森田幸子（10）、栗原静代（9）、渋井周而（9）、
西尾道徳（8）、岩林彪（8）、金内利男（8）、川原範雄（5）、阪
本桂造（3）、亀崎昇（3）、寺岡雅子（1）【高 13】早川淳（50）、
佐藤克子（10）、柿沢徳昌（7）、大越治子（5）、田中昇次（3）、
林正道（3）、市川敬二（2）、戸田一誠（2）、小浜佐紀子（1）【高
14】清田健司（20）、高木登茂子（10）、大江淳良（6）、永岡孝
子（3）、布施百合子（3）、大串康夫（1）【高 15】青木恭子（10）、

　昨年度も多くの皆様に同窓会会費及び寄付を頂き、ありがとう
ございました。今年度も宜しくお願い致します。今回お名前を掲載
しましたのは、次の方々です。
① 寄　付　者：平成22年度４月１日から平成23年３月31日まで

に寄付を頂いた方（終身会費を超えて振り込まれ
た金額は寄付として扱わせて頂きました）。

② 広告提供者：会報いずみ第55号に広告を掲載して頂いた方。
③ 会費納入者：昨年度に平成22年度年会費を納入した方。終身

会費納入済みの方は赤色で表示。
■ 会費納入のきまりは、
① 高校卒業後10年を経過した年度から、満70歳を迎える年まで

です（今年度は高校53期の方から高校12期の方までが会費納
入対象者です）。

② 会費は千円です。過去の未納会費には遡及しません。今年度
分から頂きます。

　会を維持・発展させるためには、どうしても資金を必要とします。
今後とも会費の納入・寄付でのご協力を宜しくお願い致します。
　ご質問・ご意見がございましたら、次の担当までご連絡ください。
会計部長　山口達夫（高20期）　　　e-mail: izumikai@v7.com

会費納入者一覧（敬称略・平成22年度納入分）

寄付者一覧（寄付額千円単位） 松崎　　和秋 （大泉高校卒、グリーンピア津南）
山田　　裕通 （高５期、山田うどん）
石井　　岱三 （高６期、名栗園）
松村　　正道 （高８期、M&I研究所）
横田　　惇 （高８期、横田歯科医院）
清水　　眞一 （高８期、清水眼科医院）
堀　　　光成 （高８期、堀歯科医院）
大山　　高根 （高８期）
藤井　　元孝 （高８期、ブラーニーストーン）
長島　　慶子 （高10期、ボードウィービング）
高野　　尚志 （高13期、たかのクリニック）
網谷　　巌吉 （高13期、ゴウヨウ建設）
三原　　寿太郎 （高14期、向銀商事）
神崎　　隆洋 （高14期、神埼建設）
高木　　登茂子 （高14期、高木運輸）
久保田　繁 （高15期、久保田産婦人科）
乃美　　和夫 （高20期、飯能耳鼻咽喉科）
上原　　正美 （高26期、上原歯科医院）

広告掲載にご協力いただいた方
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広瀬千代、結城理恵子、松尾美恵子、笠原孝之、斎藤洋、清水
純、高津幸一、棚井行隆、戸田一誠、戸塚仁史、永野信行、増
渕路明、百瀬武夫、中田捷子、小林邦子、堀本美千子、石田徳
子、阿部郁子、小川千枝子、佐藤克子、宮本昭子、川田恵子、
土屋宏子、大井上晶子【高14】東信彦、追川誠、久保田茂、吉
田惟男、榎本美津恵、大久間睦子、三井美奈子、伊澤通子、田
中由紀、水口哲子、久保美恵子、宮崎節子、高橋淑、紙谷和子、
吉川康子、梶原典子、中村由紀子、角地令子、野村みや子、山
本直子、吉田登代子、上原敏行、駒井正、杉山充、竹林義彦、
長野紘一、福田暉男、牧田徹雄、増岡建吾、吉井琢治、島田純
子、相澤朝子、滝沢由紀子、福永和子、紀野順子、瀬川多恵子、
布施芙佐子、上原玲子、斎藤歌子、勝田優子、平井育子、山口
恵美子、永山千恵子、渡部殷子、片山朋子、飯沢武士、岩崎徹、
重松泰彦、重野昭夫、高田久行、安田務、吉田恒彦、渡賢司、
布施百合子、村山千鶴子、山本ケイ子、谷口典代、大山朝子、
小林美代子、星野未女子、飯村淑子、高木登茂子、高橋嘉子、
千野照美、二見多鶴子、市村悦子、新井正治、國谷俊之、字引
重威、丹治靖之、広田達也、松沢伸伍、三原寿太郎、高崎真知
子、浦田佐恵子、土屋待代、南都、前田栄、山端昌代、永岡孝
子、水谷はるみ、井上万里子、青木弘子、佐藤郁子、土倉智美、
田林翠、吉津弘一、日下義弘、草薙正朗、小西義之、合田義治、
長谷正道、早野浩、平井宣治、冨家俊弘、宮本孝夫、鈴木富美
子、福沢知子、内田成昭、大串康夫、大西宏、奥山朋哉、片岡
晃、清田健司、鈴木健夫、冨永恭弘、中丸俊一、野田為久、畑
隆一郎、藤富正毅、三浦達彦、道上勝、本橋修明、和田興太郎、
平井聰子、谷美恵子、西田淑子、大江淳良、岡田篤、岡本翼、
越阪部稔、柏木寛、嶋田睦彦、片岡修、古賀政都、小林建夫、
後藤文顕、齋藤英介、篠照敏、篠原庸雄、志村奉美、高橋一彦、
竹本泰則、玉山昌利、光正克、平田晃、福田勤、増賀進、三井
通安、光田敦、三森友直、小島章子、松倉基子、平田雅子、内
田阿紀子、添田禮子【高15】青木喬二、岡田和之、小川伸之、
小城吉国、神谷明正、北浜邦夫、小坂信二、小林栄一、小林将
夫、酒井邦夫、佐藤徹太郎、佐藤守、杉浦亨、高関稔、寺井功、
中川徹夫、南雲治嘉、前久保博士、丸山敏雄、山田勝治、石川
孝子、石川文武、風祭年男、古林俊和、坂本成、坂本紀生、白
鳥克忠、白水汎、保科欽司、仙澤龍雄、新田義孝、広渡俊明、
二松工、牧川一、増山良夫、松藤洋治、松本雅雄、丸山勉、村
上広、和田直木、渡辺浩通、飯村弘子、三好静子、坂本幾重、
青山晃、岩野潔、岡林誠士、奥本久治、金田晃、北村明夫、鈴
木正英、高橋豊、速水洋志、檜垣精二、福田悦久、水島磐男、
吉田智彦、根津初子、池上久、石川靖之、中臣国昭、原浩二、
野村素子、青木恭子、小泉洋子、二宮節子、石井喜代美、飯田
順子、山口八重子、枝吉聡子、糸賀啓子、比佐千恵子、関博子、

【高12】荒井亮三、酒枝英志、阪本桂造、篠宮喜八郎、西尾道
徳、山口英男、中津山正昭、小路洲子、荻野公子、吉田泓子、
栗原静代、上村享子、新井宏、岡武佳己、河井進、佐々木茂、
須崎武男、田村栄男、殿前康雄、中沢勲、永島秀幸、宮田清蔵、
山野雅敏、千葉勝恵、前田彰子、生地誠子、山田保子、古田和
子、伊藤篤之、岩林彪、奥原研二、金内利男、小坂信也、澤田
嗣郎、篠義通、渋井周而、菅野忠信、杉山圭介、高木澄朗、竹
上勝夫、谷口宣雄、中台富男、長井清、原田昭、三宅雅也、山
本義子、一條紘一、岡部幹郎、亀崎昇、川原範雄、岸塚正昭、
畔柳次郎、小宮良雄、税所篤俊、斉藤浩、寺崎武夫、橋本晃、
花田広一、平山誠、古屋恵、矢田部禎夫、山田耕治、高木茂子、
川原佳史子、相川桂子、相沢勲、板橋昭寿、海野徹也、熊倉邦
彦、下弘明、高木真也、高桑泉、森武夫、山崎紀一、和島実、
安東洋子、田伏和子、飯沼光子、斉藤多栄子、寺岡雅子、竹内
友子、加賀美久美子、石井道子、網代順子、山田紀子、小野田
敦子、笠井陽子、横山美子、今坂誠、岩片卓雄、梅田忍、塩田
順康、中村良浩、巻内浩、向井節子、牛島順子、佐甲万里、荻
上寿美子、森田幸子、土川ツヤ子、矢部紀子、中村久美、宮田
和枝、伊藤洋子、神林敦子、永尾吉慧、星野道子、関根宥子、
村林星子、新井かほる【高13】藍原将夫、青木泰男、安達宏鎮、
丸山和郎、内田幸完、岡田紘明、加藤能久、河辺尚之、佐藤勝
二郎、櫻井正昭、篠忠義、関根祥夫、高師昭南、鶴見興人、益
田豊、石田雅子、佐久間百合子、尾林信子、早川祐子、中井ま
りえ、丸山素子、菅原玲子、飯塚昭廣、一瀬重郎太、稲垣仁義、
今井一郎、太田信夫、岡本磐男、小熊正臣、神藏雄司、早川淳、
岸野忠一、見目昭夫、小林鉄治、後藤嘉昭、竹内篤巨、菅伸太
郎、諏訪立雄、関山満郎、高田勲、長井功、福市靖、松岡亜樹、
松園格、松野厚一、山本章義、横沢哲彦、久保紘一、佐藤忠紘、
高山武生、田中昇次、田野由夫、富田邦男、成田重雄、橋本南、
林正道、福間康夫、松村昇、水谷禎夫、矢谷國昭、須賀松江、
松井和子、豊田壹美、安藤京子、荒井正昭、佐野内惜夫、白井
誠一、山田由美子、栗盛康子、竹内浩子、斉藤美子、小松富貴
子、佐藤和子、国澤栄子、澤村英子、関好江、原典子、鈴木政
子、前野道子、麻生紘二、安羅恵仁、磯野保彦、市川敬二、大
高光蔵、佐藤昂、間迪也、秀島正修、前川益男、松浦駿、松本
雄二、宮崎三枝子、杉浦和子、風祭一枝、関優美、富永久子、
秋本明子、小浜佐紀子、秋元加代子、吉田昭子、吉田和子、吉
村文子、大山忠史、柿沢徳昌、竹之内勝利、津田秀夫、中原克
彦、並木昭彦、野口秀樹、真野明裕、森沢武彦、渡辺昌克、山
田光子、伊藤美保子、片山満理子、小出俟子、酒井政子、庄司
淳子、福島正子、高橋光子、鎌形苓子、早津澄子、大山久仁子、

会費納入者一覧（終身会費納入者は赤色）
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元気なニッポン取りもどそう

有限会社 向銀商事髙木自動車代表取締役

髙木登茂子（高14期） 代表取締役 三原寿太郎（高14期）

車のことなら何でも

有楽町沿線で愛されて28年
　賃貸マンションスカイフラッツシリーズ

　　1Rから3DKまで
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すみ、中村章子、岩渕その子、塚田秋子、松本旬子、相馬和子、
辻川恵子、那須和子、重政純子、西川早智子、島崎徹、高久進、
馬場重夫、飯島千枝子、黒河順子、大山恭子、飯島澄枝、大藤
聰子、馬場のぶ子、高橋盈江、井端知子、宮崎葉子、朝倉玲子、
野口幸子、加藤照夫、中村謙、野辺裕治、嶋田和代、石田芳子、
加藤葉子、冨田眞澄、水越静枝、林屋このみ、平林千鶴子、別
所信子、本田令子、海谷素子、山下久江、大川和彦、中村譲、
平井敬三、大久保節子、丸山淳子、大類肇子、宮川由女、木島
薫子、酒井君枝、兼松光子、倉田栄子、原田邦子、国枝喜美子、
三木ユリ、林真理子、海野不二枝、木村光太郎、小島道夫、酒
井陽三、住永憲治、関口真一、中尾宏、日月恭子、岩内瑛子、
住永宣子、佐々木しげ子、杉山明美、比留間弘子、馬男木美智
子、本間早智子、南和子、伊藤彰、市古夏生、水垣真里子、有
川弘子、杉浦三和子、設楽公子、大倉まり子、古田憲子、山田
暁子、野崎総子、高井千恵子、板谷文木、小出薫、角田敬子、
平井律子、上野圭一、岡部睦生、佐藤牧夫、富井利尚、長本孝
一、古屋一仁、宮田健治、森本邦明、齋藤裕子、青木隆、安斉
秀行、鈴木裕一、関馨、照井直人、野沢博、細井謙、正木達夫、
山崎昌男、山田邦武、石川秀樹、内山宏、片淵正、坂本豊樹、
中屋喜雄、橋本豊、林敏安、森岡謙三、横地棟器、宮田やよい、
菅原園枝、鈴木三枝子、井出納子【高19】海老沢正行、齋藤孝一、
酒井享平、牧野憲一、渡辺正明、渡辺千枝子、中村律子、松林
良子、田村明子、下村葉子、岡本京子、井上みどり、三田清、
溝田俊二、長谷川早苗、栖原イズミ、須藤容子、吉本和子、坂
田茂、三井孔治、四居誠、石川真理子、井上康子、鈴木知子、
村田和恵、米内洋子、伊東久美子、花満恵美子、石塚久仁世、
新原妙子、大岩常男、小山雅文、坪井一正、橋本良明、羽田野
共孝、山田進、古山みどり、榎本美知子、藤田邦子、吉沢治恵、
池羽万里子、近藤ひろみ、西川由紀、吉川真知子、掃部信子、
柳沢恵、塩沢広、吉田邦夫、梅沢暁子、常木小由子、吉田久木
子、鯉沼陽子、豊田百世、井崎由紀子、三原千砂子、松代隆子、
加藤敏夫、鴨下博、枳穀敏明、正願地高明、関口政利、森義晴、
内藤幸雄、宮崎幸夫、小野寿子、竹村万里子、長戸かおる、春
山幸子、石井佳陽、石倉功、太田眞夫、金子俊治、川名輝夫、
北哲夫、桐生哲夫、佐久間優行、清水実、杉浦史樹、田中真二、
濱田國夫、松島英人、丸山重雄、三浦雅樹、山丸純、松井恵美
子、東好夫、稲田治、内山裕夫、五味哲夫、高辻哲、長倉和美、
松井恒二、松木伸男、諸沢孝、小船かおる、山口信子、加藤寿
恵子、三浦けい子、春日昭、上村岳明、熊切愼二、中里秀雄、
永田享治、松村茂夫、村松健二朗、望月英伸、河内裕子【高
20】黒田一枝、鈴木定子、金子あかね、吉田明子、木村祐子、
伊東正裕、関洋、中川恵、藤井律子、神戸和子、山田由美子、
中西出昭子、長谷川順子、引頭晶子、尾㟢彰夫、小林照夫、佐

長尾則子、小沢純子、石川慶子、上田健嗣、岡本尭、熊谷正美、
新谷剛郎、杉山元治、渡辺正信、長島明子、池水直子、岩本美
和子、仁藤澄子、堀忠雄、芦原裕子、岡村静枝、柳澤智子、高
橋寿子、高坂則子、桑名晏子、天野光子、山屋美千代、後藤乃
婦子、高松淳好、土井美代子、中野瓔子、大崎幸子、加藤富士
江、手島光代、大村純三、久保田繁、杉山武彦、嶋村雅男、矢
ヶ崎秀男、大熊洋子、伊藤いづみ、中林泰子、栗田いね子、中
村延江、新田やえ子、佐々木信子、岡本佑子、秋田道子、末吉
武子、鈴木由紀子、五十野晴子、中島悠美子、小林信子、佐々
木純子、浅村洋子、吉川慶子【高16】川崎博、神山宣彦、野口
雄二、萩原章、光岡毅、森真人、永原久栄、石川浩達、柳崎功、
橋元宏、服部俊幸、早船和子、桑野眞暉子、細井典子、古泉敬
子、神山萬里子、小原愼一郎、串道昭、小松義雄、高野泰、田
丸洋、又木正登、松村宏、岩田啓子、和泉直子、福島敦子、中
里貴久子、佐藤由紀子、中村貞子、滝沢建子、富樫泰子、藤谷
秀紀、倉地陽子、土生栄、藤田晴美、市川スミ子、大久間展樹、
小林雅通、鈴木哲、丹野晃弘、野田一雄、柳瀬正敏、木村之代、
小島靜、川井田和子、森川道子、神崎紀子、花田里子、古山靖
子、郷昌代、吉田昭子、小田稔、小鮒光平、小山崇夫、丸山俊
章、石川慶子、須釜節子、大竹久江、島崎久美子、石川悠子、
松本智子、中村田美子、中村美智子、篠原千寿子、大場修一、
勝亦慶人、金尾裕文、玖野峰也、小宮孝昭、清水卓、鈴木次夫、
山下善雄、東千恵、村山和世、小林和恵、鈴木雪子、太田明夫、
篠原正、広田勉、増田巌、最上捷信、横川武彦、落合純子、尾
池幸、飯島信枝、木村亜紗子、大久保泰子、高岡眞理子、篠原
寿美子、山崎一枝【高17】荒川敏、木村隆二、式田譲、篠和夫、
竹下克彦、中井新光、中村賢二、楢原嚆二、森泉周、森脇伸三、
森脇玲子、大山美智子、麻生興太郎、川和美秀、行田治彦、渋
谷吉康、寺本隆道、野崎道雄、橋本宏子、筒井由紀子、船津弘
子、伊藤由美、久松美年子、大橋田鶴子、大西寛子、早川聖子、
加藤博司、黒沢洵吉、河野正昭、佐賀治夫、島崎一幸、田中襄
一、武藤伸次郎、吉仲貴美子、竹下祐子、稲田和子、栗原一恵、
泉由紀、佐藤靖子、山口雅子、阿部昌行、大津徳明、功力義雄、
鈴木正弘、関正紀、中江和夫、橋口紀子、安部恵子、大町禾子、
早川朱美、荒瀬恵子、星野和子、秋本やよい、佐藤諒子、案納
邦義、石田弘、高見和彦、中田潔、永島和雄、西見智雄、村瀬
正美、武井明江、佐野裕之、中村和之、宇山雅世、大橋八津江、
大野道子、片野章子、平田三佐子、正井雪子、茂木慶子、村井
満由美、浅田章子、円より子、多湖節子、田村和恵、西尾啓子、
青木龍太、飯田稔、井口政明、豊島公治、中沢稔、中村隆、成
田俊彦、西尾宗明、野田裕、三木千寿、堀江悠子、杉本裕子、
千葉クミ、佐賀道子、白井京子、原田滋子、水上順子、鈴木春
実、山辺百代【高18】石田智秀、湯田友子、福場光子、加藤ま
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部てるよ、佐藤倫子、三島啓子、栗原良子、牛山静、西木裕子、
大野真史、清水達朗、蓮香宏子【高24】五十嵐徹、瓜生原信輔、
福嶋雅喜、松崎昭夫、堀口真知子、古城健二、小林健治、小谷
野洋一、真柳仁、山川新、山口知子、有末賢、大槻雅彦、黒木
径子、羽中田彩記子、青木繁、木下成夫、島田雅史、松浦誠一、
佐藤亮介、杉本幸枝、石坂和香、中岡佳良子、近藤恵子、高橋
真基、幡谷雅則、島崎万里子、橋本聖代、古谷寿枝、玉利恭子、
臼井麻美子、大塚正志、松橋京子、蓮見博子、藤波奈津子、石
川経、石原信和、古賀優美、新田啓子、小泉千晴、秀島光子、
田中成子、遠藤淑恵、安田容子、沢田直彦、矢萩峰之、田中佳
乃【高25】宇多正行、柴垣泰郎、田川祥一郎、橋本俊英、湯原
真由美、市川博之、高橋敬二、鳥澤雅、中川隆、中村修司、川
村千年、北浦幹也、小山和伸、佐倉弘持、吉富正尚、岩根祥隆、
吉浦信幸、逢坂千香子、川島貴子、上田裕子、榎本三千雄、河
崎明宏、藤野欣哉、福井紀恵、柴田正子、関屋利恵、河野みど
り、大橋裕、風巻清英、加納達信、長屋淳子、澤村めぐみ、山
本幸恵、高橋徹、東郷良英、山口恵美子、會田幸子、大森雅子

【高26】笹川康夫、鈴木信吾、谷治環、田中稔、杉田薫子、伊
藤信行、上原正美、大神田庄一、押野俊一、下島満、丸谷泰、
山本晃、高宮正芳、竹本義之、木暮武志、小堀宏、近藤唯志、
鈴木美嗣、長縄三明、小松眞樹子、矢守裕子、遠藤剛史、川上
圭介、我妻裕美、小平留美子、依田直子、石田伸枝、世良田あ
ゆみ、臼田典子、成田美奈子【高27】森井隆之、浅井俊治、久
下亨、佐野健二、宇野伸一、川口純一、益村典子、濱田和章、
矢代吉男、奥ﾉ坊順子、瓜生道雄、牛山裕光、Vardijan淳子、
印南明彦、小泉信司、川合規之、木内裕、林里美、甲斐喜渡志、
竹林悦子、柴田真弓【高28】安藤雅生、城口直人、田中雅博、
山中博、佐藤謙一、鈴木さゆり、平山美知子、永井直子、尾崎
久美子、森本文子、藤崎英子、桑田尚志、山田嘉彰、平田一穂、
鶴田斉子、三木孝治郎、笹原順子、松岡桂子、田代康子、渡辺
伊豆美、清水義裕、鈴木亮、高橋美重子、野島陽子、今泉嘉代
子、小菅治美、伊藤信子、伊能圭子、妹尾洋子、籠屋佳奈子、
清水由里、西澤正博、柳沢千恵子【高29】上津原勉、加藤健次、
吉岡幹夫、垣花千春、寺田岳生、中野真、田中圭子、天沼邦彦、
上司郁男、永岡敬、比留間雅紀、村井明光、伊藤恭輔、片江康
雄、高田裕之、谷嶋牧夫、梅田利枝、猿山洋子、野田麻里子、佐々
木政伸、中村哲也、長谷川政、蟹江慶子、松田明子、臼井勝胤、
菊池努、長谷川政光、大久保靖、野村均、天沼道代、斎藤悦子、
西村久美子、岩重佳治、平光康晃、大久保小舟、塩澤朋美、杉
山正樹、尾首容子、馬場真寿美、田中秀美【高30】白石清、鈴
木淳雄、藤井方毅、大坪由佳、鎌田智彦、羽田智、坂井真由美、
東正太、高島朗、小池牧子、竹内智子、横山はるみ、船津毅、
丸岡正、西城淳美、大島寛治、佐藤誠二、田川憲司、梅林美江、

藤康夫、松本寛、溝口俊一、小川裕子、源恭子、比地原正子、
田村邦子、佐藤れい子、青木利道、内堀真史、木村徹、小池由
紀夫、田中保、松岡正明、宮本隆夫、佐藤陽子、和田良子、半
田ルル子、清水文子、菅野啓子、日浅泉、人見敬子、佐々木公
子、三東恵利、井上幸夫、岡田重道、小平田正行、清水政泰、
松永譲治、吉村健一、瀧島恭子、大坂延子、井口和子、田中百
合恵、藤本万里、中村操、小泉啓子、徳岡真紀子、山崎春美、
斉藤育子、有馬保生、大槻伸一、鹿島秀憲、加納高、後藤健二、
小林憲一、須沼洋、関屋収、高橋覚、高原善治、田沢孝、田原
寿夫、塚田直樹、登坂薫、豊野勉、中川洋一、庭山寛、三上恵
只、山口達夫、井関典雄、入田哲郎、大石光、金子研一、川喜
多利男、茂原祥一、比地原正明、福井陽一、牧野吉雄、宮本正
信、青目益博、安部光保、石原正美、今村房雄、岡田俊、小平
幸廣、田瀬理夫、田中憲太郎、土金徳太郎、浜口芳夫、堀勇良、
望月好美、森政一、山本久夫、豊哲男、和賀井宣孝、井上茂、
小田長馬、原田昇一、藤本均、夜久有滋、李慶英【高21】上田豊、
佐々木進、荘利明、玉置雄三、前沢英治、三澤悦子、岡部順子、
増田きよみ、植村久、並木芳雄、松村博康、大塚眞理子、高橋
和子、田中明子、富高頼子、松岡弘恵、上田實、加藤武、相沢
真知子、平塚いづみ、原田京、立石和枝、倉地ますみ、樋口さ
ち子、西山富美子、中島美紀子、白川知多、田代あつ子、難波
ﾕﾘｺ、副島正子、徳山幸子、船本三恵子、勝俣雅子、大谷政徳、
池上彰、熊谷裕夫、森田秀樹、海老根夕記子、小林明子、上坂
光子、日向晶子、佐々木幸子、長富育子、森悦子、小野順子、
朝倉素雄、有川隆一、小山徹、後閑崇、酒見知加保、清水良一、
本橋豊、守本純、山田武久、大塚英子、渡辺万知江、朝倉一美、
加藤和夫、松岡耕二、松下信明、石井逸子、菊政伸子、黒田一
正、佐藤敬一、寺師良樹、中澤裕之、中島純夫、尾石京子、紺
野百世、高橋衣子、荒井滋喜、有富裕一郎、上主和孝、澤田章、
鈴木周一、露木薫、西留信行、野上衛、吉野茂紀、菊地洋【高
22】高橋健一、土屋正己、安田和久、河合万里子、印牧直文、
滝本行正、坂梨俊彦、守井淳、木村和美、山口愛二郎、山上富
貴子、上村壮平、胡桃沢勘司、佐竹大隆、吉野隆、渡辺敏朗、
林久美子、高橋ゆりあ、永島万代子、岡部泰子、矢崎厚子、斉
藤良造、佐藤滋、永野茂生、杉山真理子、斉藤弘子、鳥山由貴
子、寺田隆郎、平田実、山上明、荒木佳代子、河北康子、川副
泰治、山田豊、後藤順子、玉利桂、斎藤正義、田代浩、花澤亮
司、平井秀明、下山たえ子、丸井妙子【高23】寺沢亜志也、堂
元厚利、蓮香公雄、高橋誠、伊能泰夫、石川正博、岡田充弘、
梶辰夫、佐藤純、高橋敏彦、吉富史法、渡辺信夫、古谷辰美、
新居克洋、有川悟、植木雄二、太田新六、萩原正俊、山㟢佳世
子、菱川雅子、高谷百合子、磯崎潤子、木下直美、中川由美子、
後藤洋子、小金沢妙子、矢部政子、福島孝雄、桜井みどり、阿
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〒177-0041　練馬区石神井町3-9-15（自宅）

飯能耳鼻咽喉科医院

乃美和夫（高20期）大泉高校校医

〒357-0035 飯能市柳町4-13  TEL & FAX. 042-973-7993

診療時間：
休 診 日：

月～土　 ９：30 ～ 12：00　14：30 ～ 18：00
木・日・祝

院長 高野 治人
副院長 高野 尚志（第13期）
事務長 伊東 よりこ（旧姓高野）（第44期）

内科・循環器内科

診療受付時間 月 火 水 木 金 土
　9:00～11:30 ○ ○ ○ ○ ○ ○
15:00～18:30 ◎ ○ ◎ ○ ○ －

TEL：03-3990-2222 FAX：03-3990-2237
http://takano-cl.com info@takano-cl.com

日曜祝日は休診日 ◎は副院長診察時間

〒176-0012 東京都練馬区豊玉北6-16-17-2階
　　　　　（練馬区役所西庁舎南入口正面）
  TEL. 03-3557-1180  http://www.uehara-shikaiin.com/

〒178-0063　東京都練馬区東大泉3-17-17 
TEL. 03-3922-6583  携帯. 090-3401-3908

上原正美（高26期）歯学博士
代表　網谷巌吉（高13期）

小児歯科／矯正歯科／歯科一般リフォーム・改築

日本歯科大学附属病院 臨床教授／小児歯科専門医

上原歯科医院有限会社 ゴウヨウ建設

村典子、山本由美、玉置好徳、露本敦、市川純子、坂口創、房
野成実、本間次郎、短田聡志、梶木淳子、関口芳直、横田理彦、
横山達弘、久保田明紀子【高38】堀口陽子、森谷修、北川加世子、
北川晋、横尾千春、進藤敬子、松水修【高39】池内玲子、玉野
洋一、短田ゆかり、長谷志穂、毛利伸介【高40】石橋弘毅、中
村朋子、村澤和恵、坂口緑、須藤陽子、茂野千絵子、田口陽太
郎、蝉丸直子、太田信考【高41】浅井祥行、小沢梅樹、安多清、
山田哲【高42】田中貴、井上理香、尾田一郎、中村匡宏【高43】
加藤憲、大野哲平、本間寛之、本間ルノワ、岩田ひろみ【高
44】内海大輔、石川香織、本間紀子、土谷英範、中津留勉【高
45】山口恵里、高橋真喜、浅沼太郎、唐木了、木戸貴光【高
46】前田将多、安斉剣、青山成道【高47】久世濃子【高48】高市
真之、植田修司【高49】増子憲太郎、神保智子、大澤誠一、三
木直美、森田仁【高50】稙田裕一、大矢愛、小川浩【高51】前
田龍哉、矢吹里沙、安斎聡、匿名希望【高52】福山聖子、西本
絵里、田中亜弥、斎藤未帆、今榮一郎

戸辺明美、桑田真理、河地尚之、佐藤薫子、長谷川多嘉子、浅
野ますみ、田中啓子【高31】尾崎一、小池輝夫、鳥居隆史、小
泉紀美枝、関島勝巳、荻島律子、高瀬浩和、竹中文子、清水孝
子、塩田容子、田中孝子、矢崎千枝、渡辺彰子、玉虫葉子、太
田悦子、杉田大成、田中綾子、腰塚尊子、徳山智子、林三恵子、
野村麻里【高32】中村聡美、米山健生、斎藤拓、石井寛良、大
川洋、井上敬夫、片岡直樹、中村由佳理、仲沢浩一、奥野直美、
岡本昭彦、三谷博和、柴崎由紀、小沢紀子、田村恭子、武田雅
雄、檜木優子、樽美智代【高33】上原英雄、土屋敬子、福原紅実、
練馬洋、山田雅之、数見佳子、江原理恵、三瓶邦子、桜井健、
石原政明、石橋克彦、森谷誠、塩川敬一、伊藤由香里【高34】
木村智寿、藤江慶一郎、大浦高之、浅野信子、高松由起、永井
昌史、宮子あずさ、十時美智子、井上雅之、菊池良、小柴秀昌、
柴山滋、村田英幸、嶋辰一郎、伊藤佳子【高35】河南真由美、
三好智里、石川秀樹、村田美生、内山美和、瀬谷賢一、吉田優
子、馬場靖代、鈴木啓順、安藤摩里、依田敦、二瓶美佳、小坂
康文、小林弘明、小林美穂【高36】伊与部智子、関矢真理子、
本橋淳子、佐藤直子、和田ゆかり、池永雅子、Nipperes章子、
望月哲也、高橋穣、二階堂健【高37】松本雄一、高木文夫、吉
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　会報55号をお届けします。校舎の落成を
目前に、皆様に“嬉しいお便り”を中心に編集
しました。四月、中江前広報部長突然のご
逝去で、急遽代行となりました。まさに青天
の霹靂！ でもやるしかない！ 残ったメンバー
と力を合わせ、どうにか発行にこぎつけまし
た。去年に引き続き、善意のご協力を得、た
くさんの広告を頂きましたこと、心より感謝い
たします。と同時にこれからも温かいご支援
をよろしくお願いいたします。会員の皆様のご
意見、情報等お待ちしています。

（副会長・広報部長代行　二宮靖子）

● 高12期同期会のお知らせ
　今年もやります、10月12日水曜日、
会場は中野駅すぐの「中野サンプラザ」
です。別途往復はがきでご案内します。
会費は6,000円です。来てみて下さい。

（幹事：板橋昭寿）

● 高35期同期会を計画します！
　１組の日江井です。皆さん、お元気で
すか？ 来年は大泉を卒業して30年になり
ます。年末には新校舎が、来年度中には
グラウンドも完成する予定なので、できれ
ば来年に見学会＆同期会を企画しようと思
っています。ご協力よろしくお願いします。

● 同期会開催応援
　幹事の皆様、いずみ会では同期会開催
の折に宛名ラベル、名札、名札入れのご
用意、Webページへの開催お知らせ掲載。
校歌・校友の歌のテープ、MD貸出し等の

● 高15期は来年度開催します
　次回同期会はD組を中心に企画してい
ます。2012年秋に１泊旅行を考えていま～
す。楽しみに待っていて下さい。

　60周年記念名簿（3,000円）の残数がわ
ずかとなりました。ご購入ご希望の方はお
早めにお申し込みください。振込用紙欄に
該当欄がございます。

サービスを提供しています。詳細はいずみ
会連絡窓口まで。

● 来年度は「2」の会の出番です！
　１の位に「２」のつく期の皆様、来年度は

『２の会』としてご活躍いただくことになり
ますので、10月23日の総会・懇親会には
ぜひご参加いただき、次年度の参考にし
ていただきたいと思います。ふるってのご
参加、お持ちいたします！（総務・企画部）

● 高５期同期会のお知らせ
　春から延期していました同期会。いよい
よ開催の運びとなりました。ご案内のチラ
シとご返信用の葉書を送らせていただきま
す。ふるってご参加ください。
日　時：平成23年11月22日（火）
　　　  14：00 ～ 16：00
会　場：グランドアーク半蔵門4Ｆ
　　　  ラ・メール（旧半蔵門会館）
会　費：５千円
連絡先：松岡五郎（TEL. 048-474-5840）

● 恩師と語らいましょう！
　総会・懇親会には懐かしい先生方がご
出席くださいます。先生方と語らい、ひと時、
大泉時代にタイムスリップ！

■ ■ ■ お見えになる先生方 ■ ■ ■

　 小川 嘉一郎 先生、荻野 治雄 先生
　 宇田川 修 先生、清水 昭守 先生
　 圖子 岩雄 先生、中川 恵 先生
　 廣瀬 和清 先生、廣瀬 芳子 先生

（１の会）

みんな１つに！　0
オー

・1
イ

・2
ズ

・3
ミ

!!　−−サヨナラ 円形校舎−−

今年で取り壊されてしまう懐かしの校舎内外をご案内付きでの見学ツアーを行います。
工事中の新校舎も遠望。校舎を見学しながら、当時の思い出を語り合ってください。

いずみ会会長　早川　淳　（高13期）
１の会会長　　真田　宗興（高11期）

と き
ところ

会 費

2011年10月23日（日）
定時総会：母校円形校舎１階
　　　　　13時00分〜15時00分
　　　　　（受付開始  12時30分）
懇親会：練馬区立勤労福祉会館
　　　　　15時30分〜17時30分
3,000円（ただし58期〜 63期は1,000円）

ご出欠（その他ご連絡）は会報同封のハガキで10月15日迄に
ご返送ください。

10
月
23
日
（
日
）
い
ず
み
会
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

ぶやきが聞こえてきました。そこで幹事一
同奮起しました！ ふるってご参加下さい！
日　 時：平成23年11月21日（月）
　　 　  16：00 ～ 18：30
場　所：ダイヤモンドホール ※昨年と同じです

会　費：８千円
連絡先：茂木　光男 090-8801-9896
　　　  宇田川公子 090-5539-5338

　ご意見やご感想、住所変更などは下記
へご連絡をお願いします。
　〒178-0063　練馬区東大泉6−34−30
　　　　　　　SKビル305号
　e-Mail：izumikai@v7.com
　FAX：03−3925−1486
　総務・企画部長　荒井眞理子（高20期）

編集後記

いずみ会連絡窓口

● 高８期同期会のお知らせ
　“１回欠席すると４年も会えなくなる”、“４
年先に元気で参加できるかなあ”気弱なつ

残数わずか！
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